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特集　街道とともに生きる
— 中山道 —



採って楽しい、食べておいしい

きゅうり収穫体験2023in 仁手

伝統をつなぎ、舞う

石神神社秋祭り

　10 月７日、きゅうり収穫体験が開催されました。
参加した方たちは、大きく、みずみずしいきゅうりを
袋いっぱいに収穫していました。
　収穫後にはきゅうりに関するクイズも行われ、知識
を深めながら、きゅうりを使ったスイーツ「どらＱ」
に舌鼓を打つなど、きゅうりづくしの一日を楽しみま
した。

　10月 17 日、石神神社で秋祭りが行われ、４年ぶ
りに小平獅子舞が奉納されました。
　市指定無形民族文化財でもある小平獅子舞は、疫病
の厄払いや雨乞い等で舞われていたと言われています。
　３頭の獅子が色鮮やかな衣装を身にまとい、勇壮に
舞う姿に、見学に来た方からたくさんの拍手が送られ
ました。

子どもたちの元気な声が響き渡る

市内小学校で運動会が開催

本庄早稲田の杜ミュージアム開館３周年

吉村作治氏による記念講演会

　今年も、市内各小中学校で運動会・体育祭が開催され
ました。写真は本庄南小学校で撮影したものです。
　当日は天気が危ぶまれていましたが、子どもたちの頑
張りが届いたのか、強い雨も降らずに無事開催となりま
した。赤組も白組もこの日のために一所懸命に練習して
きた成果を発揮し、子どもたちはもちろん、応援してい
る家族も夢中になって楽しみました。

　10月 14 日、本庄早稲田の杜ミュージアムで、吉
村作治氏による講演会「私のエジプト調査 60年」が
開催されました。
　エジプト調査のこぼれ話のほか、愛弟子の馬場匡浩氏
とのトークセッションでは、考古学者を志したエピソー
ドや夢を持ち努力を続けること、さらに今後の夢など、
ときに笑いを交えながら熱心に語っていただきました。

まち
かどSSnap
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10.	 埼玉県思いやり駐車場制度が始まります

12.	 	本庄市シティプロモーション推進事業が始まりました。	

笑顔の写真大募集

14.	 	今月の PICK	UP	NEWS

16.	 		はにぽんフェスティバル 2023・ほんじょう産業フェスタ

17.	 令和５年度優秀工事表彰

18.	 本庄市人事行政の運営等の状況を公表します/国民年金からのお知らせ

20.	 本庄早稲田の杜ミュージアム/人生会議をはじめてみませんか

21.	 ECOガイド

22.	 	HotSpace ～ほっと一息、ホットな話題～

23.	 くらしの情報 Station　お知らせ、催し・講座、スポーツ、公民館

32.	 図書館だより /市民相談

34.	 みんなの健康ガイド　	医療メモ、休日急患、健康づくり講座

36.	 子育て支援TOPICS　	11 月は児童虐待防止推進月間です /11 月

は、いじめ撲滅強化月間 /つどいの広場・

HAPPY	BIRTHDAY

40.	 マリーゴールドの丘イルミネーション /七高祭

PICK UP 今月の表紙

11月号は「中山道」特集！
　今回の表紙は、４ページからの特集でイ
ンタビューをした方たちに集まっていただ
いて、田村本陣の門前で撮影した写真です。
　本庄を語るうえで切っては離せない中山
道の宿場町としての「昔」と「今」を、そ
れぞれの時代で関わる人たちをとおして紹
介しています。ぜひご覧ください。

感染症の拡大を防止するため、施設利
用や催し等へ参加の際、消毒、検温等
へのご協力をお願いすることがありま
す。また、掲載している催し等が中止
・変更になる場合があります。市ホー
ムページ、問い合わせ先へご確認くだ
さい。
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（2023.10. １現在）の動き
前月比

総人口 ７７, ３６１ －40
男 ３８, ６９３ －９
女 ３８, ６６８ －31

世帯数 ３６, １５８ －４

自然増減 社会増減
出生 31 転入 243
死亡 73 転出 234
増減 － 42 増減 ＋９

その他の増減 －７

（人口増減の内訳）

LINE Instagram

FacebookYouTube
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チャイルドシートは正しく使いましょう
交通安全ニュース

　チャイルドシートを使用しないと、致死率は適正使用者の約 4.6
倍も高くなります。（平成 30年～令和 4年警視庁調べ）
　幼児を自動車に乗せる時は、チャイルドシートの着用が義務付けら
れています。必ず使用してください。
【チェックリスト】
□�子どもの成長に合ったチャイルドシートを使用している
□チャイルドシートを正しく使用している
□Ｅマークの付いた安全なチャイルドシートを選んでいる
※Eマークはチャイルドシートの安全基準を満たすことを表すマークです。

★危機管理課☎25-１１８４



　「今は昔、中山道の宿場町」。
旧本庄商業銀行煉瓦倉庫前に
今も残る「ほんじょうかるた」
の石碑に記された句です。
　江戸時代以降、中山道とと
もに宿場町・繭の町と、まち
としての在り方を変えながら、
発展を遂げてきた本庄。
　その裏では、今も昔も街道
に寄り添い、それぞれの想い
を持ってまちに関わる人たち
がいました。

～
中
山
道
～

特
集 

街
道
と
と
も
に
生
き
る

戸谷半兵衛（江戸時代）
本庄宿新田町（現在の本庄市宮本
町～泉町辺り）に店を構えていた
豪商。数多くの慈善事業を行った
ほか、文化面でも影響力の強い一
族であった。

本
庄
宿
の
誕
生
ま
で

　
本
庄
周
辺
は
、
平
安
末
頃

に
武
蔵
武
士
団
が
出
現
し
、

児
玉
党
の
拠
点
と
な
っ
た
。

首
領
は
荘
（
庄
）
氏
を
名
乗

り
、
分
家
が
進
む
と
と
も

に
本
家
は
「
本
荘
（
本
庄
）」

氏
と
名
乗
る
。

　
戦
国
時
代
、
本
庄
実
忠
の

建
て
た
「
本
庄
城
」
の
城

下
町
と
し
て
発
展
し
た
が
、

１
５
９
０
年
に
豊
臣
秀
吉
の

小
田
原
攻
め
に
伴
い
落
城
、

本
庄
氏
は
滅
亡
す
る
。

　
そ
の
後
、
中
山
道
の
整
備

に
伴
い
、
小
笠
原
信
之
の
時

代
に
新
た
に
街
並
み
が
造
ら

れ
た
。
本
庄
城
の
廃
城
後
、

宿
場
町
へ
と
変
貌
を
遂
げ
、

こ
こ
に
「
本
庄
宿
」
が
誕
生

す
る
。

宿
場
町
・
繭
の
町
と
し
て

　
本
庄
宿
は
中
山
道
六
十
九

次
の
う
ち
、
江
戸
・
日
本
橋

か
ら
数
え
て
10
番
目
で
あ

り
、
武
蔵
国
最
後
の
宿
場
町

で
あ
っ
た
。

　
中
山
道
は
東
海
道
と
比
べ

山
道
は
多
い
が
、
川
が
少
な

く
安
定
し
て
通
行
が
で
き
た

た
め
多
く
の
旅
人
、
諸
大
名

の
往
来
に
よ
っ
て
発
展
し
、

本
庄
宿
も
江
戸
時
代
後
期
に

は
中
山
道
最
大
の
宿
場
町
へ

と
成
長
を
遂
げ
た
。
当
時
、

戸
谷
半
兵
衛
を
は
じ
め
と
し

た
豪
商
は
長
者
番
付
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
本
庄
宿
の
繁

栄
は
広
く
世
に
知
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。

　
明
治
時
代
以
降
も
、
富
岡

製
糸
場
に
送
る
繭
の
集
積
地

と
し
て
発
展
を
続
け
、
当
時

首
都
の
候
補
地
を
探
し
て
い

た
明
治
政
府
の
中
で
、
本
庄

遷
都
論
も
浮
上
し
た
そ
う
。

中山道、本庄宿歴史概略

４

城下町から宿場町、そして繭の町へ

今回の特集では、〈中山道の宿
場町、本庄〉エリアの「昔」
から「今」に至るまでを、街
道沿いをめぐる人びとの動き
をとおして知り、このまちを
形作る魅力と、その理

わ け

由を深
堀りします。
　　  ★広報課☎ 25- １１５５



今
に
つ
な
が
る〈
た
す
け

あ
い
〉の
精
神　

　
「
戸
谷
家
は
、
元
を
辿た

ど

れ

ば
利
根
川
沿
い
の
廻
船
問

屋
で
、後
に
〈
花
の
木
18
軒
〉

と
呼
ば
れ
た
商
売
仲
間
と

と
も
に
、
現
在
の
本
庄
宿

周
辺
を
開
発
し
た
開
拓
者

で
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
」。
そ
う
語
る
の

は
戸
谷
家
15
代
当
主
で
あ

る
戸
谷
充
宏
さ
ん
。
江
戸

時
代
か
ら
約
４
6
０
年
陶

磁
器
販
売
を
行
っ
て
い
る

「
戸
谷
八
商
店
」
の
店
主
で

も
あ
り
ま
す
。

　

当
時
の
本
庄
周
辺
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
が
入
れ

替
わ
り
、
争
い
の
絶
え
な

い
地
域
で
あ
っ
た
そ
う
。　
　

　
「
後
ろ
盾
が
な
い
中
で
商

人
た
ち
の
間
で
は
自
主
独

立
し
な
が
ら
も
、
身
分
を

問
わ
な
い
〈
た
す
け
あ
い
〉

の
精
神
が
培
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
後
の
宿
場
町
の
発

展
に
も
つ
な
が
っ
た
面
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
」。

　

代
々
、
本
庄
宿
の
名
主

を
務
め
た
戸
谷
家
は
、
そ

の
後
も
本
庄
宿
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
り
続
け
ま
し

た
。
明
治
・
大
正
・
昭
和

と
激
動
の
時
代
を
経
て
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
街
道
沿
い

で
お
店
を
続
け
て
い
ま
す
。

中
山
道
の
宿
場
町
、本

庄
と
寄
り
添
う

　
「
江
戸
期
以
降
も
変
わ
ら

ず
戸
谷
家
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
大
切
に
し
、
収
益
を
地
域

の
文
化
活
動
に
還
元
し
続
け

て
き
ま
し
た
」。
ご
自
身
も

中
山
道
本
庄
宿
の
歴
史
の
歩

み
を
語
る
活
動
を
さ
れ
て
い

る
戸
谷
さ
ん
は
「
本
庄
宿

の
歴
史
は
と
て
も
厚
み
が
あ

戸谷　充宏　さん
戸谷八商店店主。
年に数回、「本庄まちゼミ」等で、
中山道本庄宿の歴史を語り継ぐ
活動を行っている。

― 代々本庄宿の名主を務
め、まちづくりに関わり
続けた戸谷家の 15 代当
主戸谷充宏さんに、本庄
宿と戸谷家の関わりにつ
いてお聞きしました。

中山道を形づくる 「宿場町」、そして「繭の町」として繁栄した本庄。
当時を生きた人びとの動きや思いをとおして、今もまち
に息づく歴史・文化の根源を探る。

戸谷家

　

諸
井
家
は
戸
谷
家
と
同
じ

く
本
庄
宿
周
辺
の
開
発
に
尽

力
し
、〈
花
の
木
18
軒
〉
と

呼
ば
れ
る
商
人
仲
間
と
し
て

数
え
ら
れ
た
一
族
で
あ
っ

た
。
江
戸
時
代
末
期
に
は
東

諸
井
、
北
諸
井
、
南
諸
井
の

三
家
が
そ
れ
ぞ
れ
本
庄
宿
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
た
が
、

現
在
も
残
っ
て
い
る
の
は
東

諸
井
の
み
で
あ
る
。

　
東
諸
井
家
は
絹
繭
商
と
し

て
知
ら
れ
、
１
８
７
４
年
に

第
10
代
の
諸
井
泉
衛
が
前
島

密
等
と
の
縁
で
郵
便
事
業
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
郵
便

諸
井
と
も
呼
ば
れ
た
。

　
建
築
当
初
、
居
宅
の
一
部

で
郵
便
業
務
を
行
っ
て
い
た

「
諸
井
家
住
宅
」
は
、
埼
玉

県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
お

り
、
２
０
１
９
年
ま
で
「
本

庄
仲
町
郵
便
局
（
国
登
録
有

形
文
化
財
）」
と
し
て
親
し

ま
れ
た
建
物
は
11
代
諸
井
恒

平
の
手
に
よ
る
も
の
。

　
そ
の
後
も
一
族
か
ら
は
実

業
家
や
外
交
官
、
作
曲
家
等

を
輩
出
、
日
本
の
近
代
化
に

貢
献
し
て
い
る
。

諸井家住宅
諸井泉衛が横浜の洋館を手
本に建築。当初は本庄郵便局
と居宅を兼ねていた。埼玉県
指定文化財だが、現在は原則
非公開となっている。

宿場町と寄り添う一族

戸谷八郎左衛門正之（明治時代）
戸谷家11代当主。戸谷家中興の
祖であり、町村制施行後の町会
議員や、本庄商業銀行の取締役
なども務めた。

り
、そ
れ
自
体
が
魅
力
で
す
。

し
っ
か
り
と
守
り
語
り
継
い

で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

町
に
息
づ
く
大
切
な
歴

史
・
文
化
の
保
全
に
力
を

尽
く
す
戸
谷
家
の
人
び
と
。

そ
う
し
た
精
神
と
努
力
が
、

中
山
道
沿
い
で
行
わ
れ
る
ま

つ
り
な
ど
、
人
び
と
の
つ

な
が
り
を
形
作
る
文
化
が

続
く
一
助
と
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戸谷八商店
1560 年創業。約 460 年街道沿
いで店舗を構える埼玉県最古の
企業である。現在は陶磁器販売・
不動産賃貸業を営む。

諸井家本庄宿の発展、日本の近代化に深く貢献した一族

諸井家の人びと（明治時代）
写真中央が諸井家住宅の建て主
である諸井泉衛、新奇を好む行
動家だった。乳飲み子を抱いて
右に座るのが妻である諸井佐久
である。佐久は渋沢栄一の従姉
にあたり、良妻賢母であった。

参考文献：「本庄のむかし」　柴崎起三雄　著　　「本庄市史」　本庄市史編集室　編
　　　　　「本庄人物事典」　柴崎起三雄　著　　戸谷八商店
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６

古い建物をとどめることは、町の記憶を紡ぐこと。

す
。
景
色
は
時
代
に
応
じ

て
変
わ
っ
て
い
く
も
の
で

す
。
し
か
し
、
建
物
は
ま

ち
の
記
憶
を
と
ど
め
て
く

れ
る
。
ま
ち
の
記
憶
を
消

さ
な
い
た
め
に
も
、
古
く

か
ら
あ
る
い
い
も
の
が
基

点
と
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」。

　

ま
ち
の
記
憶
を
と
ど
め

る
た
め
に
、
戸
谷
さ
ん
は

こ
れ
か
ら
も
古
い
建
物
に

関
わ
り
続
け
て
い
き
た
い

と
話
し
ま
す
。

古
い
も
の
と
新
し
い
も
の

　

中
山
道
沿
い
の
魅
力

に
つ
い
て
、
戸
谷
さ
ん
は

「
街
道
筋
と
い
う
の
は
昔
か

ら
、
良
い
意
味
で
も
悪
い

意
味
で
も
い
ろ
い
ろ
な
人

が
入
っ
て
く
る
場
所
。
そ

れ
は
今
に
も
通
じ
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ

そ
ど
ん
ど
ん
新
し
い
も
の
、

新
し
い
人
が
入
っ
て
く
る

刺
激
的
な
場
所
で
も
あ
る
」

と
言
い
ま
す
。

　

古
い
も
の
を
活
か
し
な

が
ら
新
し
い
も
の
を
柔
軟

に
受
け
入
れ
る
。
戸
谷
さ

ん
の
そ
ん
な
姿
勢
に
共
感

し
た
人
た
ち
が
、
ま
さ
に

今
、
街
道
沿
い
で
新
し
い

場
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

蔵
の
街
保
存
活
動
に
つ

い
て

　

金
鑚
神
社
側
か
ら
本
庄

駅
に
進
む
形
で
中
山
道
を

歩
く
と
左
手
に
大
き
な
蔵

が
3
つ
見
え
て
く
る
。「
本

庄
宮
本
・
蔵
の
街
」
だ
。

　
こ
こ
を
手
掛
け
た
の
は

一
番
手
前
の
蔵
「
一
の
蔵
」

で
建
築
設
計
事
務
所
を
営

む
戸
谷
さ
ん
。　
　

　

生
ま
れ
は
本
庄
で
一
度

東
京
に
出
て
か
ら
独
立
し

て
地
元
に
戻
り
、
事
務

所
を
営
む
傍
ら
、
ま
ち
づ

く
り
団
体
「
本
庄
ま
ち

N
E
T
」
の
代
表
も
務
め

て
い
る
。

　
「
旧
小
森
商
店
の
会
長
さ

ん
か
ら
、
古
い
蔵
な
ど
が

あ
る
商
店
の
敷
地
が
売
却

予
定
で
あ
る
と
い
う
話
を

聞
き
、
本
庄
ま
ち
N
E
T

で
残
す
計
画
を
や
ら
せ
て

も
ら
え
な
い
か
と
打
診
し

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」。

戸
谷
さ
ん
の
働
き
か
け
で

保
存
活
動
が
始
ま
り
、
平

成
22
年
に
敷
地
全
体
が「
本

庄
宮
本
・
蔵
の
街
」
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

建
物
は
ま
ち
の
記
憶
を

と
ど
め
る
も
の

　
「
基
点
と
し
て
残
せ
る

建
築
物
は
残
し
て
い
き
た

い
」。

　

普
段
か
ら
、
中
山
道
沿

い
の
住
人
か
ら
昔
の
住
居

や
商
店
の
保
全
・
改
修
等

の
依
頼
を
受
け
て
い
る
戸

谷
さ
ん
。
古
い
も
の
を
大

切
に
扱
い
、
残
し
て
い
く

と
い
う
考
え
の
根
本
は
ど

こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
「
す
べ
て
を
残
し
て
欲

し
い
わ
け
で
は
な
い
ん
で

す
。
例
え
ば
こ
こ
に
小
森

商
店
が
あ
っ
た
と
い
う
店

蔵
だ
け
で
も
残
し
て
お
け

ば
、
そ
こ
に
確
か
に
何
か

が
あ
っ
た
証
明
に
な
り
ま

先人たちが形作った中山道沿いのまち。

今でも中山道を歩くと、昔ながらの商家や蔵など当時の面影を残す

景色に出会える。実は今、そんな蔵や、建物を使って街道沿いに新

たな風を吹かせている人たちがいる。

戸谷　正夫　さん
有限会社戸谷正夫建築設計事務所代表。
まちづくり団体、本庄まち NET の代表も務
める。

現在の一の蔵▶
現在は戸谷さんの建築
設計事務所のオフィス
となっている。まつり
の際は二階の窓から、
山車の様子がよく見え
るそう。

◀ 1912 年当時の一の蔵
小森商店時代の一の蔵
の様子。もともとは書
類等を保管するための
店蔵だった。現在は取
り壊されている店舗も
見える。

蔵の街保存活動等、古い建物を活
い

かした
まちづくりを行う戸谷さんにお話を伺いました。

Interview



—NINOKURA を始められた経緯は？
　もともとは深谷市で深谷シネマとい
うコミュニティシネマの運営に携わっ
ていました。その際に戸谷さん（本庄
まち NET）と出会い、この蔵を紹介し
てもらったのが NINOKURA を始める
きっかけです。

—蔵髪を始められた経緯は？
　元々は夫婦ともども、横浜で美容
師をしていました。結婚を機に奥さ
んの地元である本庄で美容室を開く
ため、元々好きであった蔵や古民家
などの古建築を探していました。
　そんな折 NINOKURA に訪れた際

—街道沿いの魅力はどんなところか？　　
　NINOKURA は幅広い世代に来て
もらい、人と人とをつなげるコミュ
ニティカフェとしてはじめました。
歴史ある街道沿いで店を構えている
からか、まち歩きの途中で寄られる
方も多いです。
　市外から来るお客さんも多いの
で、「つみっこ」や「ナピラ」など
の地元の名物料理を提供するように
していますが、どうすればお店に来
てもらえる方に喜んでもらえるの
か、きっかけはやはりこの場所（中
山道）が気づかせてくれた気がしま
す。

に、小林さんから戸谷さん（本庄ま
ち NET）を、そして戸谷さんから、
この蔵を紹介していただいたのが
きっかけです。
—街道沿いの魅力はどんなところか？　
　移り住んできて感じたのは、この
地域の皆さんは、まちを活性化しよ
うという思いが強いということ。昔
からの文化やつながりを大切に守っ
ているからこそ、維持されているこ
の街並みが魅力的だと思います。
　この景観自体が自分たちのような
若い世代が入ってくる一つのきっか
けになるんじゃないかと思うので、
今後も古い建物を活かした取り組み
を行っていきたいです。

人の喜ばせ方を「中山道」が教えてくれました。

小林　由美　さん
NINOKURA オーナー。
ママビーノを主宰するな
ど、子育て支援イベント
等にも関わる。

昔からの文化やつながりを感じる街並みが魅力です。

植村　貴之　さん
植村　愛　　さん
蔵髪オーナー。
貴之さんは商工会議所青
年部として、地域のイベ
ント開催にも関わる。

古い建物を活かしながら、
新たな場所をつくられている方々にお話を伺いました。

戸谷さんとともに、蔵を活用し、
中山道沿いに新たな「場」を作る人たちがいます。

NINOKURA（にのくら）
旧小森商店の味噌・醤油
蔵だったものをカフェと
して改修。
蔵の由来にちなんで味噌・
醤油を使った料理の提供
や、2 階は多目的スペー
スとして貸出している。

蔵髪（くらっぱ）
武正商店の築 170 年以
上経つ紙蔵を譲り受け、
戸谷さんと美容室として
改修。
地域のコミュニティの場
として美容室や着付けを
行っている。

中山道の今を彩る
〈古い建物を活

い
かす人〉

Voice.1

Voice.2



今井　俊之　さん
W@nder Fabric オーナー。
販売している帽子は自身による手作
り。街中で店舗を構えたことで、ま
つりを通して地元の方々と関われる
のが楽しいとのこと。

― 諸井家から建物を借り受け、着
物等絹織物を使用した帽子販売店

「W@nder Fabric」を営まれている
今井さんにお話を伺いました。
　市内の高校を卒業後、東京で 10 年
ほど働いたのち、児玉の共栄地区で
W@nder Fabric の工房を構えました。
　お店が大きくなり、工房が手狭に
なってきたところで、この旧本庄仲
町郵便局の借主を探している話を聞
き、諸井さんとのお話を経て、2023
年 3 月に新たにこの場所に工房兼店
舗を開きました。
　中山道沿いに店舗を開き、うれし
かったのは地元の皆さんが郵便局の
シャッターが開いたと喜んでくれた
こと。自分自身、本庄の歴史を知る
ことにすごく興味があるので、旧本
庄仲町郵便局のことも勉強していま
す。今では外から来た方にもこの場
所の歴史や魅力をお話しています。

　調べるうちに諸井家が絹を扱う仕
事をされていたのを知り、不思議な
ご縁をいただいたなと感じています。

中山道沿いで育まれてきた歴史や文化。

その厚みは、今も街道沿いに残る文化財からも窺
うかが

えます。

文化財は、過去と現在を結ぶ架け橋。先人たちの叡
えいち

智とすぐれた技術で

紡がれた建築の魅力は、今も衰えることなく街道沿いを彩っています。

本庄宿の北本陣と呼ばれ
た田村本陣の正門。本陣
のあった場所から現在は
旧本庄警察署の前に移築
され、当時の様子をその
ままに伝えています。

1894年設立の本庄商業銀
行が、担保の生繭や生糸を
貯蔵するため1896年に建
設された煉瓦倉庫です。現
在は市の交流施設として活
用されています。

1883 年に本庄警察署と
して建設された擬洋風建
築。ベランダにはアカン
サスの葉を彫刻した柱を
並べ、半円窓など各所に
モダンな設計が見られま
す。

文化財に魅了され、新たな取組をされている方も・・・

旧本庄仲町郵便局

旧本庄警察署田村本陣の門

旧本庄商業
銀行煉瓦倉庫
（本庄レンガ倉庫）

　東諸井家 11代当
主、諸井恒平により
1934年に建築された。
歴史の面影をとどめ
た建物の１階には、
今も旧郵便局の窓口
カウンターがそのま
まに残されている。

中山道エリアを含む、市内の代表的
な文化財を詳しく紹介するマップを
配布しています。文化財巡りのおと
もにご利用ください。

▶配付場所等、詳しくは
右記コードからご確認
ください

ほんじょう文化財ガイドマップ

８

W@nder Fabric
（ワンダーファブリック）
日本伝統織物で帽子
を製作し、主にイン
ターネットで販売。
旧本庄仲町郵便局に
工房と店舗を構え、
帽子の販売を通して
建物や日本伝統織物
の歴史の発信を行う。

Voice

中山道の今を彩る
〈歴史・文化を顕

あらわ

す建築〉



　さまざま時代を経て、少しずつその
まちの在り方を変えてきた〈中山道の
宿場町、本庄〉。

　時代とともにまちは変わり、重ねて
きた「歴史・文化」がうつろいでいく
地域もある中で、今回の特集をとおし
て見えてきたのは、先人たちからの想
いをしっかりと受け継ぎ、地域に息づ
く「歴史・文化」を活かしつつ、大切
に受け継いでいこうとする人たちがい
る、そんな街道沿いのまちの姿でした。

　「昔」から「今」に至るまで多くの
人たちがバトンをつなぎ、形作られた
歴史・文化の魅力あふれる中山道沿い
のまち。今一度、地図を片手に街道沿
いを歩いてみれば、新たな発見がある
はずです。

中山道の宿場町、本庄
このまちを作ってきた歴

〈 人 た ち の 想 い 〉
史と文化が、

きっとこれからも人をつなぎ、
まちを形作っていく。

　市所蔵の資料等から当時の宿場町の様子や、大名
を迎えた本陣、そしてそこに生きた人々の当時の様
子を紹介します。
　企画展や講演会、イベントについて詳しくは市　へ。

開催期間　12 月 24 日㈰まで
会場　 本庄レンガ倉庫 1 階
　　　展示スペース

講演会

イベント

中山道本庄宿と田村本陣

展示解説ガイドツアー

日 時　 12 月９日㈯
　　　午後 1 時 30 分～３時
定員　100 名（先着順）

会 場　  早稲田リサーチパーク・
　　  コミュニケーションセンター
         ３階レクチャールーム１

日 時　  11 月 23 日㈷・25 日㈯　
　　　①午前 10 時～、② 11 時～

定員　各 10 名（先着順）
会場　本庄レンガ倉庫

《各イベント共通》
対象　どなたでも
講 師　 本庄早稲田の杜ミュージアム

学芸員

申 込　 11 月 15 日㈬午前９時から電
話、 （本文に受講者名及
び電話番号を記載）、または
直接ミュージアムへ

自分たちの住むまちの歴史を改めて
学ぶことで、新たな発見があるかも！

★本庄早稲田の杜ミュージアム☎ 71- ６８７８・ hwmm@city.honjo.lg.jp

　展示の見どころについて、展示担当者が解説します。

　本庄宿の概要と田村本陣について、詳しくお話しします。

市
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　「思いやり駐車場」は、車椅子等を利用するため、車の乗り降りの際にドアを広く開
ける必要がある方や、妊産婦やけが等で歩行が困難のため、できるだけ建物に近い位置
に駐車する必要がある方のための駐車スペースです。利用証をお持ちでない方は駐車を
控えていただきますようお願いします（必要な方は利用証を申請してください）。

▼利用証の交付対象者
区分 交付基準 有効期間 申請時の用意

身
体
障
害
者

視覚障害 ４級以上

対象者としての
基準に該当しな
くなるまで

身体障害者手帳

聴覚障害 ３級以上
平衡機能障害 ５級以上
肢
体
不
自
由

上肢 ２級以上
下肢 ６級以上
体幹 ５級以上
脳原性運動機能障
害

上肢機能２級以上
移動機能６級以上

内部障害（免疫機能障
害を含む） ４級以上

知的障害者 Ａ以上 療育手帳
精神障害者 １級 精神障害者保健福祉手帳

難病患者

・・ �特定疾患医療受給者
・・ �指定難病医療受給者
・・ �小児慢性特定疾病医療
受給者

　１～３のいずれかを用意
１．特定疾患医療受給者証
２．指定難病医療受給者証
３．�小児慢性特定疾病医療
受給者証

高齢者等 要介護１以上の方 介護保険被保険者証
妊産婦（出産後は乳児と同
伴の場合に限る）

妊娠７か月から産後１
年までの方

妊娠７か月から
産後１年まで 母子健康手帳

けが人等

医師の診断等により、歩
行が困難であるために
特別な配慮が必要であ
ると認められた方

診断書等で必要
と認める期間
（原則１年以内）

　１・２のいずれも用意
１．�医師の診断書（意見書）
または公的機関の証明
書など

２．�身分証明書（マイナン
バーカード、運転免許
証など）

その他、車椅子の常時使用
が必要と認められる方

医師の診断等により、車
椅子の常時使用が必要
であると認められる方

対象者としての
基準に該当しな
くなるまで

埼玉県思いやり駐車場制度とは
　障害のある方や要介護状態の方、妊産婦の方等、歩行が困
難と認められる方に「利用証」を交付し、公共施設や商業施
設等に設置されている「車椅子使用者用駐車区画」や「優先
駐車区画」の適正な利用を推進する制度です。

県 （https://www.pref.saitama.lg.jp/a0601/parking_permit.html）

思いやり駐車場の利用にあたってのお願い
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思いやり駐車場制度を利用するには
　思いやり駐車場制度を利用の際は、「①利用証
の交付を受け」、「②駐車時に利用証を掲示」する
必要があります。

①利用証の交付を受ける

　市内在住で右表「利用証の交付対象者」に該当
する方は、必要書類等を持参のうえ、次の窓口で
申請してください。
申�請窓口（対象の区分に関わらず、すべての窓口
で申請できます）

・・障害福祉課（市役所１階）☎ 25- １１２５
・・高齢者福祉課（市役所１階）☎ 25- １７２２
・ �・ �支所市民福祉課（アスピアこだま１階）�
☎ 71- ５８８９

・・健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３

▼ �利用証（駐車時にルームミラー等に掲示でき
るようになっています）

②駐車時に利用証を掲示する

　思いやり駐車場（「車椅子使用者用駐車区画」
及び「優先駐車区画」）に駐車する際、交付され
た利用証をルームミラーにかけるなど、外から見
えるように掲示してください。

▼駐車できる区画（イメージ）
　「車椅子使用者用駐車区画」、「優先駐車区画」は、
それぞれの利用証に対応した色やマークで区別さ
れています。

※区画のある施設は、埼玉県 で確認できます。

●市内の公共施設に「思いやり駐車場」を整備

　市では、主な公共施設に既存の「車椅子使用者
用駐車区画」に加え、「優先駐車区画」を整備し
て、埼玉県思いやり駐車場制度に協力します。
【優先駐車区画整備予定の公共施設】【優先駐車区画整備予定の公共施設】
　�市役所、はにぽんプラザ、本庄レンガ倉庫、

アスピアこだま、障害福祉センター、老人福
祉センターつきみ荘、保健センター、いずみ
保育所、ふれあいの里いずみ亭、本庄総合公
園、児玉総合公園、マリーゴールドの丘公園、
若泉運動公園、本庄市民文化会館、セルディ、
競進社模範蚕室、図書館本館
※順次整備予定です。

埼玉県
思いやり駐車場制度が 
始まります ★障害福祉課☎ 25- １１２５

※埼玉県思いやり駐車場制度は、電子申請・郵送申請も可能です。詳しくは、埼玉
をご覧ください。



            　なぜ今シティプロモーションが必要なのか

　東京都心から 80km圏内、埼玉県北部に位置する本庄市。交
通手段が豊富にあり、アクセス良好な立地ですが、少子高齢化・
人口減少という課題を抱えています。
　そこで、市内外の方や企業に選ばれるまちとなり、本市のシ
ティプロモーションを進めることで活力ある持続可能なまちづ
くりを進めることが必要です。

　シティプロモーションを進めるため「ブランドメッセージ※」
と「シティプロモーション計画」の策定を行います。これらの
策定・検証等を行う機関として、公募や市内事業者の推薦によ
り選ばれた 20 名の委員からなる「①シティプロモーション推
進会議」、市長・副市長・教育長と各部局長からなる「②シティ
プロモーション庁内検討委員会」及び市の若手職員を中心とし
た「③ワーキンググループ」といったプロジェクトチームを設
置し、本市のシティプロモーションを進めていきます。
※ブランドメッセージ…「本庄市」というブランドへの想いや
ビジョンを端的に表現するもの。

今後どんなことが行われるの？

         そもそもシティプロモーションって、なに？

　「人口減少という課題に対して、市内外の方や企業に〈選ばれ
るまち〉となるため、市に存在する魅力ある地域資源を改めて
掘り起こし、積極的に情報発信等に取り組むもの」です。

本庄市
シティプロモーション
推進事業が始まりました。
★広報課☎ 25‐１６１４

実施年度 主な事業内容

令和５年度

・プロジェクトチームの発足
・シティプロモーション研修
・ワークショップの実施（市の魅力と課題整理等）
・ブランドメッセージ策定

令和６年度
・ワークショップ、効果検証
・大型プロモーションイベントの開催
・シティプロモーション計画策定

※現時点での予定。実施済のものもあり。

本庄に
こんないいところ
あったんだ！

②シティプロモーション庁内検討委員会
河井孝仁氏（東海大学教授）による研修の様子

③ワーキンググループ
「自分の好きな本庄・好きな人」の発表

①シティプロモーション推進会議
講師によるシティプロモーション勉強会を実施

出典：�国勢調査（令和２年まで）、本庄市人口ビジョン（令
和７年以降）

本庄市の人口の推移　（単位：人）



　10 月 15 日、市役所でプロジェクトメンバーを集めた合同
ワークショップが開催されました。
　テーマは「本庄の魅力が伝わるツアーを考えてみよう」。
　集まったメンバーが６つのグループに分かれ、グループごと
に市内の魅力を巡るツアーを考案し、発表を行いました。

シティプロモーション推進会議・
ワーキンググループ
合同ワークショップを開催！

　シティプロモーション推進事業の動きは、
市 等で詳しくお知らせしていきます。ぜ
ひ、ご確認ください。

●写真テーマ　「笑顔」（令和５年に撮影したもの）
●応募条件　被写体が市内在住者であること

●募集期間　11 月 24 日㈮まで（必着）

●募集人数　約 150 名（多数の場合抽選）
　抽選は応募者単位で行います。落選した方は、市
「笑顔サンサン」コーナーに月替わりで掲載します。 

● 応募方法　各被写体の氏名・住所、応募者の氏名・
住所・連絡先を記入のうえ 、郵送または直接広報
課へ（家族や友人など複数被写体の同時応募も可能）

●�応募先　〒 367-8501　本庄市本庄３-５- ３　
　本庄市役所広報課
　 egao_boshu@city.honjo.lg.jp
※注意点等、詳しくは市 へ

市

★広報課☎25-１１５５

市

令和５年11月１日号13

笑顔大募集笑顔大募集
皆さんの皆さんの

　あなたの撮った笑顔の写真
が、新年を飾る広報ほんじょ
う１月号の表紙になります。
　皆さんの笑顔の写真で広報
の表紙を埋め尽くしましょう。
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知りたいニュース、見つかる

▶消防団員の規律と技術を！　　　

★危機管理課☎ 25- １１８４
★支所総務課☎ 72- １３３１

本庄市消防団特別点検を実施

　火災が発生しやすくなる季節を前に、次のとお
り特別点検を実施します。
●日時　11月 26日㈰　午前 9時～
※雨天中止。
●会場　若泉運動公園第 1グラウンド
　この特別点検は、消防団員の職務遂行に必要な「人
員服装規律」及び「機械器具｣ 等の点検を行い、災
害活動体制の万全を期するために実施するものです。

▶まずは相談へ　　　

★生活支援課☎ 25- １１９７

ひとりで悩まず、福祉総合相談窓口へ

　市では生活の困りごと等、福祉の問題をまるご
と相談できる福祉総合相談窓口を設置しています。
　平日に市役所に来られない方のため、休日窓口
を開設します。ひとりで悩まず、まずは相談に来
ませんか。
●日時　11月 26日㈰　午前９時～午後４時30分
※予約優先。相談を希望する方は事前ご連絡くだ
さい。
●会場　生活支援課（市役所１階）
●対象　どなたでも
●費用　無料

★スポーツ推進課☎ 25- １１５２

本庄総合公園市民球場のネーミングライツパートナー契約が更新されました

●愛称名
　ケイアイスタジアム
●�ネーミングライツパートナー�
ケイアイスター不動産株式会社

●ネーミングライツ料
　年間 44万円（税込）
●期間
　11月 1日㈬から５年間
【ネーミングライツ制度とは】
　公共施設に企業名や商品名を冠した愛称を付与
できる権利を与え、権利を取得した業者等は、そ
の対価となる金額（ネーミングライツ料）を支払
う制度です。ネーミングライツ料は、施設の運営・
維持管理のために充てられます。

▶引き続きよろしくお願いします　　　

（本庄市西富田 762番地１）
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今月のPICKUP NEWSPICKUP NEWS

★道路管理課☎ 25- １１３５

道路を安全に通行するために

◆道路に乗入れブロックを置かないで
駐車場出入口等の段差に市販の乗入れブロック
や鉄板等を設置すると、歩行者や自転車の転倒事
故につながり、危険です。また、雨水の排水を妨
げ、水たまりや冠水の原因になります。
　道路を安全に通行できるよう、乗入れブロック
を道路上に置かないでください。
道路の段差を解消する場合の手続き
　道路の段差を解消する必要がある場合は、歩道
の切下げ工事を行ってください。工事の前に申請
が必要です。なお費用は自己負担となります。

◆道路に張り出している樹木等は剪
せんてい
定を

　道路上へ張り出した草木も通行の妨げとなりま
す。剪定・除草をお願いします。
　車道は高さ 4.5 ｍ、歩道は 2.5 ｍの建築限界
の範囲の確保をお願いします。
※建築限界とは、安全な通行を確保するため、道
路上の一定の範囲内に障害となるものを置いては
ならない空間範囲をいいます。

▶ご協力をお願いします

★生涯学習課☎ 22- ３２４８・ 25- １１９３・ gakusyu@city.honjo.lg.jp

令和５年度本庄市二十歳の祝い式典を開催

　今年度二十歳を迎える 13名が本庄市二十歳の
祝い実行委員となり、新たな門出を祝うために、
式典を企画しています。
　今年のテーマは「翔

しょうやく

躍～羽ばたけ！ハタチたち

～」です。皆さんのご出席をお待ちしています。
●日時　令和６年１月７日㈰　11時～

　（受付　午前 10時～）
●会場　本庄市民文化会館
●対象　�平成 15年４月２日～平成 16年４月１

日生まれの方�
　案内はがきは 12月中旬に発送予定です。市外
在住の方や転出された方は、11月 30 日㈭まで
に生涯学習課へご連絡ください。詳しくは、市
をご覧ください。

▶翔
しょうやく

躍～羽ばたけ！ハタチたち～　　　

× ○

※□内の樹木は剪定が必要です。
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1111月1818日 ㈯
午前10時 ~ 午後３時
本庄総合公園（小雨決行）
★ 市民活動推進課☎ 22- ０８２８

商工観光課☎ 25- １１７５

ほんじょう産業フェスタ

『本庄のいいもの』が大集合！市内
企業の紹介ブースや販売 ･体験会、も
ちろんグルメもあります。
　そのほかにもイベントステージや森
林・林業体験等、お楽し
み盛りだくさん！
　詳しくは、市 へ。

はにぽんフェスティバル 2023

　はにぽんの誕生日（８月 28日）を
記念して、市外から多くのキャラクタ
ーが来てくれます。セレモニーやミニ
ゲームのほか、パフォーマンスで盛り
上がろう！
　はにぽんオフィシャル
も見てね！
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テレ玉データ放送で市からのお知らせを
チェック ★広報課☎ 25- １１５５

▲データ放送画面（イメージ）

ｄ

　防災情報や市からのお知らせ等をテレ玉データ
放送で確認できます。
◆視聴方法
①「テレ玉（地デジ３ch）」に合わせる
②リモコンの【ｄ】ボタンを押して、データ放送
の画面を開く※ 1
③リモコンの矢印ボタンを使い、画面内の「本庄
市からのお知らせ」を選び、【決定】ボタンを
押す※２

※ 1テレ玉が映らないテレビや、データ放送
に対応していないテレビでは利用できません。
※２「市町村からのお知らせ」と表示された場
合はそちらを選択してください。



本庄市人事行政の運営等の状況を公表します
　人事行政の運営における透明性を高めるため、令和４年度の市職員の採用・退職・給与などの状況について、
次のとおり公表します。 ★行政管理課☎ 25- １１６０
１　職員の任免及び職員数に関する状況
⑴ 採用の状況（令和４年度）

事務職 技術職 
（土木） 保健師 保育士 合計

採用者数 17(８) 人 ２(０) 人 １(０) 人 １(１) 人 2１(９) 人
（注）（　）内は、女性の数で内書きとなっています。
⑵ 再任用職員の状況
　 令和４年度の再任用職員は 14 人（うち女性５人）でした。
⑶退職の状況（令和４年度）

事務職 技術職 合計
定年退職 ４( ０) 人 １( ０) 人 ５( ０) 人
早期退職 ２( ２) 人 ２( １) 人 ４( ３) 人

自己都合退職 ４( １) 人 ３( ３) 人 ７( ４) 人
その他（死亡、免職等） ０( ０) 人 ０( ０) 人 ０( ０) 人

計 １０( ３) 人 ６( ４) 人 16( ７) 人
（注）（　）内は、女性の数で内書きとなっています。

(4) 部門別職員数の状況（各年４月１日現在）
職員数 対前年

増減数令和３年 令和４年

普
通
会
計

一
般
行
政

議　会 ６人 ６人 ０
総　務 137 人 134 人 ▲３
税　務 46 人 46 人 ０
民　生 110 人 112 人 ２
衛　生 39 人 41 人 ２
労　働 １人 １人 ０

農林水産 18 人 20 人 ２
商　工 10 人 10 人 ０
土　木 72 人 74 人 ２

計 439 人 444 人 ５
教　育 62 人 60 人 ▲２
小　計 501 人 504 人 ３

公
営
企
業
等

会
計

水　道 16 人 16 人 ０
下水道 15 人 15 人 ０
その他 39 人 40 人 １
小　計 70 人 71 人 １

合　計 571 人 575 人 ４

参
　
考

再任用職員
（短時間勤務） ７人 ４人 ▲３

会計年度任用職員
（フルタイム） 79 人 94 人 15

小　計 86 人 98 人 12

(5) 級別職員数の状況（令和４年４月１日現在）
　①一般職

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
８級 部長・局長 10 人 1.8％
７級 次長・参事・支所長  ６人 1.1％
６級 課長・副参事 48 人 8.4％
５級 課長補佐・主幹 96 人 16.9％
４級 係長・主査 107 人 18.8％
３級 主任・専門員 151 人 26.5％
２級 主事・技師 118 人 20.7％
１級 主事補・技師補 33 人 5.8％

　②技能労務職
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
３級 自動車運転手・技能員・

調理員・専門員

６人 100％
２級 ０人 －％
１級 ０人 －％

　　 １　本庄市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。 
３　職員数には再任用職員（短時間勤務）を含みません。

２　職員の給与の状況
⑴人件費の状況（令和４年度普通会計決算）
住民基本
台帳人口

（令和４年度末）
歳出額

Ａ 実質収支 人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
令和３年度
の人件費率

人
77,473

千円
31,405,620

千円
2,489,705

千円
4,379,252

％
13.9

％
13.6

（注）１ 　人件費とは、常勤の職員及び会計年度任用職員（フルタ
イム）に対する給料、職員手当及び共済費、非常勤の職員
及び会計年度任用職員（パートタイム）に対する報酬、社
会保険料等をいいます。

２ 　普通会計とは、一般会計、特別会計等の各会計で経理す
る事業の範囲が各自治体で異なっているため、統一的な基
準で整理して比較できるようにした統計上の会計区分をい
います。

⑵職員給与費の状況（令和４年度普通会計決算）

職員数
Ａ

給与費 一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉

手当
計
Ｂ

人
504

千円
1,789,555

千円
247,621

千円
702,604

千円
2,739,780

千円
5,436

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
２ 　職員数は令和４年４月１日現在の人数です。なお、再任

用職員（短時間勤務）及び会計年度任用職員は含みません。

⑶平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
（令和４年４月１日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 40.9 歳 309,177 円 352,088 円

(注)    一般行政職とは、国の指定統計調査である地方公務員給与実
態調査等において職種を区分する際に用いられるもので、
企業職、技能労務職、教育職等を除いた職員をいいます。

⑷初任給の状況（令和４年度）
区分 大学卒 短大卒 高校卒

一般行政職 191,700 円 172,600 円 158,900 円
⑸期末手当・勤勉手当の状況（令和４年度）

区分 ６月期 12 月期 計
期末手当 1.20 月分 1.20 月分 2.40 月分
勤勉手当 0.95 月分 1.05 月分 2.00 月分

⑹特別職等の報酬等の状況（令和４年度）
区分 報酬月額等

給
料

市　長 890,000 円
756,000 円
697,000 円

副市長
教育長

報
酬

議　長 425,000 円
374,000 円
353,000 円

副議長
議　員

期
末
手
当

市長・副市長・教育長 4.35 月分　(注) 減額あり

議長・副議長・議員 4.35 月分

（注） 　給料及び期末手当について、次のとおり減額措置を行いました。 
●給料：市長は 10％、副市長及び教育長は５％ 
●期末手当：市長は 20％、副市長及び教育長は 10％

※より詳しい内容は、市 をご覧ください。(注)

(注) 減額あり}

市
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国民年金からのお知らせ
★市民課☎25-１１１４、支所市民福祉課☎72-１３３３

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

毎
年
誕
生
月
に
は
、
年
金
加

入
記
録
や
年
金
見
込
額
等

が
記
載
さ
れ
た
ね
ん
き
ん
定
期
便

が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
日
本
年
金
機
構

内
の
「
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ん
き
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ネ
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ト
」
で
は

ご
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の
年
金
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す
。

　
こ
の
機
会
に
将
来
の
生
活
設
計

に
思
い
を
巡
ら
せ
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
や
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
場
合

は
☎
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
４
４

へ
。

受
付
時
間　
毎
週
月
曜
日　
午
前

８
時
30
分
～
午
後
７
時
、
火
～

金
曜
日　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
、
毎
月
第
２
土
曜

日　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
、
翌

開
所
日
に
午
後
７
時
ま
で
受
付
。

土
（
毎
月
第
２
土
曜
日
を
除
く
）・

日
・
休
日
・
年
末
年
始
は
休
み
。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
に

つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
を

す
る
際
に
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
控
除
の

対
象
と
な
る
の
は
、
今
年
の
１
月

か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料

の
全
額
で
、
過
去
の
年
度
分
や
追

納
分
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
［
以
下
、
控
除

証
明
書
］
の
交
付
時
期
に
つ
い
て

は
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
控
除
証
明
書
は
電
子
版

の
交
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
電
子
版
の
交
付
に
は
、
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
の
利
用
と
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○�

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
場
合

は
☎
０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

へ
。

受
付
時
間　
月
～
金
曜
日　
午
前

８
時
30
分
～
午
後
７
時
、
毎
月

第
２
土
曜
日　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時

※
土（
毎
月
第
２
土
曜
日
を
除
く
）・

日
・
休
日
・
年
末
年
始
は
休
み
。

○�

熊
谷
年
金
事
務
所 

☎
０
４
８
‐
５
２
２
‐
５
０
１
２

受
付
時
間　
月
～
金
曜
日　
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
休
日
・
年
末
年
始
は

休
み
。

◆控除証明書の交付時期
対象 交付方法 交付時期

①令和５年１月１日から10月２日までに国民年金保険料
を納付した方

書類送付 10月下旬～11月上旬
電子交付 10月中旬～下旬

②令和５年10月３日から12月31日までに国民年金保険料
を納付した方（①の対象者を除く）

書類送付 令和６年２月上旬
電子交付 令和６年１月下旬

　控除証明書は、年末調整や確定申告の際にご利用ください。なお、家族分の国民年金保険料を納付した場
合、その保険料も合わせて控除が受けられます。

ねんきんネット

日本年金機構

い
い

み
ら
い
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人生会議とは
　人生会議とは、あなたの大切にしていることや望み、
どのような医療やケアを望んでいるかを前もって考え、
信頼する家族や友人と医療や介護の専門職を含めて繰
り返し話し合い、共有することです。

もしものときに
　命の危険が迫ったとき、約７割の方が医療やケアを
自分で決めたり、望みを伝えることができないと言わ
れています。
　もしものときに、あなたの信頼できる人があなたの
価値観や気持ちをよく知っていることは、あなたの心
の声を伝える助けとなります。

いつまでも自分らしく
　どこで、どう生きたいか。自分の望みや思いを大切
な人と共有し、もしもの時に備える。望みや思いは時
間や健康状態によって変わる可能性があります。何度
でも繰り返し考え、話し合いましょう。
　自分自身や大切な人のために、これからの人生につ
いて考えてみませんか。

もしものときのために

★高齢者福祉課☎25-１７２２
人生会議はじめてみませんか

埼玉県 厚生労働省 埼玉県地域包
括ケア漫画

人生会議参考サイト

１ カードを集めて
埼玉縄文博士になろう

２ 世界にひとつだけの
オリジナル勾玉づくり

　埼玉県立歴史と民俗の博物館及び県内７か所の市
町立博物館で「埼玉縄文カード」を配付します。
　各施設限定の埼玉縄文カードを集めて、シークレ
ットの特典カードをゲットしよう！
期�間　11月 14日㈫～令和６年１月 14日㈰
場所　�本庄早稲田の杜ミュージアム　
※他の配付施設等、埼玉縄文カード
について、詳しくは特設 をご覧く
ださい。

特�典カードのもらい方　埼玉縄
文カード 001 ～ 006（埼玉
県立歴史と民俗の博物館で配
付）の内１枚と埼玉縄文カー
ド 007 ～ 013、蓮田市歴史
カード（各施設で配付）の内
２枚、合計３枚を集めて各施
設の配付窓口へ

日時　�11 月 14日㈫、18日㈯、19日㈰　
　　　①午前 10時～、②午後２時～
会場　本庄早稲田の杜ミュージアム
定員　各 10名（先着順）
費用　白 200円、ピンク・黒 350円
申込　�11 月７日㈫午前９時から電話または直接本

庄早稲田の杜ミュージアムへ

【埼玉県民の日限定企画】
　埼玉県の県章は勾玉 16個を
円形に並べた形でできていま
す。埼玉県民の日である、14
日の勾玉づくりでは、皆さんが
作った勾玉を並べて埼玉県章を
描きます。

ミュージアム限定
埼玉縄文カード010

みんながつくった勾玉で
埼玉県章を描こう

埼玉縄文カ
ード特設

開�館時間　午前９時～午後４時 30分
休�館日　月曜日（休日の場合は翌日）
☎ 71- ６８７８・ 71- ６８７９・
hwmm@city.honjo.lg.jp



ECO ガイド

★環境推進課☎25-１１７２

★環境推進課☎ 25- １１７３、支所環境産業課☎ 72- １３３４

　不法投棄やルールを無視したごみの違反排出に困っ
ている、という相談が数多く寄せられています。
　不法投棄は法律で禁止されています。違反すると
５年以下の懲役または 1,000 万円（法人には３億
円）以下の罰金が科せられる犯罪です。市ではパトロ
ールを行い、特に悪質な不法投棄を発見した場合には、
警察の協力のもと現場確認や捜査依頼を行っています。
　不法投棄は行わず、適切な方法で処分しましょう。
◆不法投棄をさせないために
　不法投棄は、次のような場所が標的となる傾向が
あります。投棄した者が見つからない場合、管理者

責任によって自ら処分をしなければならなくなりま
す。被害を防ぐために、土地所有者が適切に管理し
て、不法投棄されない環境を作ることが重要です。

　

　庭先や空き地等でごみを燃やすことは、煙やにお
い、灰の飛散等によって近隣の迷惑になります。ま
た、有害なダイオキシン類が発生して健康に害を及
ぼす可能性もあるため、禁止されています。
　農林業を営むためにやむを得ない場合等、例外と
して認められるものもありますが、周囲の方から煙

やにおいの苦情が出た場合は、速やかに焼却の中止
をお願いします。
　生活環境をより良くするため、皆さん一人ひとり
の取組が大切です。ごみは家庭で焼却せず、認定ご
み袋に入れて収集場所に出すなど適正に処理するよ
うお願いします。

標的になる場所 防止策
人通りの少ない
場所

勝手に入れないよう、周囲に柵等
を設置する。こまめに足を運ぶ。

雑草等が繁茂し
た土地

日頃から草刈りや木の枝の剪定を
行い、清潔にしておく。

すでにごみが捨
ててある場所

ごみを長期間放置しない。近隣の
方と協力し合って不審者や見慣れ
ない車等に注意する。

ごみ捨てにマナーの心を
～その捨て方に困っている人がいます～

廃棄物の野外焼却（野焼き）は禁止です

2121

回�収�場�所 日　程 時　間 問合せ先

アスピアこだま 11月５日㈰
12月３日㈰ 午前９時～11時 ハートtoハート

(佐久間さんち）
☎22-９３００�市役所 11月19日㈰ 午前９時～午後１時

本庄南公民館
※布類回収も実施 11月11日㈯ 午前９時～11時 佐久間さんち　

☎22-９３００
就労継続支援Ｂ型事業所
「佐久間さんち｣
(本庄高校北側）

随時受付 ポノポノ
☎23-２１９５

集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合がありますので、各団体にご確認ください。

■令和５年８月分のごみの量
（可燃・不燃・有害・粗大）
家庭系ごみ排出量1,672.97t�
1人1日当たり排出量約697g�
前年同月比 -69g（-9.0％）
事業系ごみ排出量 647.44t�
1人1日当たり排出量約270g　
前年同月比 -34g（-11.2％）

令和５年11月１日号21



2222

でんごん広場
皆さんの情報交換の場

秋の防犯講座と合気道
体験会

日�時　11月４日から26日
までの毎週土・日曜日　
全８回　午前９時～11時

会�場　本庄市武道館
対�象　どなたでも
費�用　無料　
定�員　なし
申�込　電話で下記へ
★塚越☎090-3501-1159

第39回本庄市児玉郡　
合唱祭

日�時　11月19日㈰　午後
１時～４時

会�場　本庄市民文化会館大
ホール

費�用　無料　
定�員　なし
申�込　当日直接会場へ
主催　本庄市児玉郡合唱連
　　　盟
★中山☎21-０４０３

第50回本庄古美術展
　本庄文化再考 金井烏洲と
仲間たちの画・書を展示
日�時　11月23日㈷～26日

㈰　午前９時～午後８時
※初日は午前11時から。
最終日は午後５時まで。
会�場　はにぽんプラザ２階
費�用　無料　定�員　なし
申�込　当日直接会場へ
主催　本庄古美術愛好会
★髙野☎21-２１６１

ギター弾き語り　　　
コンサート

　 ギター弾き語りクラブ
「ティータイム」による発表会
日�時　12月24日㈰　午後

１時～４時
会�場　本庄レンガ倉庫２階
費�用　無料　
定�員　50名（先着順）
申�込　当日直接会場へ
主催　ティータイム
★榎本☎080-6605-5159

Hot 
Space

ほんじょうで、
ほっとひと息、ホットな話題　　

輝
ほんじょう人

く 全日本女子総合ドッジボール選手権
高橋衣知香さんが埼玉県代表に選出

　本庄市スポーツ少年団「本庄アタッカーズ」の高橋衣知香
さん（本庄南小）が、12月３日㈰に開催される第10回全日
本女子総合ドッジボール選手権【Ｄ-１Ｇの部】の埼玉県代
表チームに選出されました。
　高橋さんは「キャッチの練習を一生懸命してきたので、代
表チームに選ばれて本当にうれしいです。すごく緊張してい
ますが、目指してきた全国大会を一生懸命頑張ります。応援
よろしくお願いします。」と意気込みを語ってくれました。
ご活躍を期待しています！

叙位・叙勲
　去る８月27日に逝去された明堂昇氏に従六位瑞
宝双光章、９月３日に逝去された宮部明氏に旭日単
光章が授与されました。ご冥福をお祈りいたします。

元学校医
明堂　昇　氏

（寿）

元児玉町議会議員
宮部　明　氏

（児玉町児玉）

従六位瑞宝双光章 旭日単光章

祝百賀
　市内在住で大正12年生まれの栗田トキさん、大
木正美さん、栗田たけ子さんの３名が、めでたく
100歳を迎えられました。
　大正・昭和・平成・令和と４つの時代を歩んでき
た３名にお祝いの「寿状」が贈られました。

栗田　トキ さん
（山王堂）

大木　正美 さん
（児玉町児玉）

栗田　たけ子 さん

左から高橋衣知香さん、同じく本庄アタッカーズか
ら選出された森田花奏さん（深谷市）



くらしの情報 Station

〈
広
告
〉

女性スタッフもいるから安心

生前整理・遺品整理・不用品回収

株式会社 羽賀商店 埼玉県本庄市栄3丁目1-25

一般廃棄物収集運搬業許可業者（美里町・伊勢崎市）
（一都六県）産業廃棄物収集運搬業許可業者

0495-21-3477

見積
無料 リユース・リサイクル品

＼あればお値引き可！／
ドライバー
正社員募集
ドライバー
正社員募集
詳しくは
お問い合わせください

〈
広
告
〉

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

令和５年11月１日号23

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25
‐
１
１
５
５

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保

険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
で
す

　
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
県
民

税
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
、
納
付
額
が
申
告
で
き
ま
す
。

納
付
済
額
通
知
書
は
、
令
和
６
年

１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
末
調
整
の
た
め
に
納

付
済
額
通
知
書
が
必
要
な
方
は
、

担
当
課
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

用�

意　
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
等
）

※
窓
口
に
来
た
方
と
納
付
者
が
同

一
世
帯
で
な
い
場
合
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
年
金
か
ら
差
し
引
き
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
て
い
る
納
付
額
に
つ
い

て
、
市
で
は
納
付
済
額
通
知
書
が

発
行
で
き
ま
せ
ん
。
年
金
保
険
者

（
日
本
年
金
機
構
等
）
か
ら
送
付

さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

★�

（
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
）

収
納
課
☎
25
‐
１
１
８
１
、（
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い

て
）
保
険
課
☎
25
‐
１
２
４
５
、

（
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
）
介

護
保
険
課
☎
25
‐
１
７
１
９

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼

玉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
女
性
を
巡

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
取
り

組
む
た
め
、
全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

と
し
て
、
通
常
の
受
付
時
間
を
延

長
し
て
ひ
と
り
で
も
多
く
の
女
性

か
ら
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日�

時　
11
月
15
日
㈬
～
21
日
㈫　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
18
日
・
19
日
は
午
前
10
時
～
午

後
５
時
。

電�

話
番
号�

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

相�

談
担
当
者　
法
務
局
職
員
、
人

権
擁
護
委
員

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

★�

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課
☎
０
４
８
‐
８
５
１
‐
１

０
０
０
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でんごん広場
皆さんの情報交換の場

秋の防犯講座と合気道
体験会

日�時　11月４日から26日
までの毎週土・日曜日　
全８回　午前９時～11時

会�場　本庄市武道館
対�象　どなたでも
費�用　無料　
定�員　なし
申�込　電話で下記へ
★塚越☎090-3501-1159

第39回本庄市児玉郡　
合唱祭

日�時　11月19日㈰　午後
１時～４時

会�場　本庄市民文化会館大
ホール
費�用　無料　
定�員　なし
申�込　当日直接会場へ
主催　本庄市児玉郡合唱連
　　　盟
★中山☎21-０４０３

第50回本庄古美術展
　本庄文化再考 金井烏洲と
仲間たちの画・書を展示
日�時　11月23日㈷～26日

㈰　午前９時～午後８時
※初日は午前11時から。
最終日は午後５時まで。
会�場　はにぽんプラザ２階
費�用　無料　定�員　なし
申�込　当日直接会場へ
主催　本庄古美術愛好会
★髙野☎21-２１６１

ギター弾き語り　　　
コンサート

　 ギター弾き語りクラブ
「ティータイム」による発表会
日�時　12月24日㈰　午後

１時～４時
会�場　本庄レンガ倉庫２階
費�用　無料　
定�員　50名（先着順）
申�込　当日直接会場へ
主催　ティータイム
★榎本☎080-6605-5159

Hot 
Space

ほんじょうで、
ほっとひと息、ホットな話題　　

輝
ほんじょう人

く 全日本女子総合ドッジボール選手権
高橋衣知香さんが埼玉県代表に選出

　本庄市スポーツ少年団「本庄アタッカーズ」の高橋衣知香
さん（本庄南小）が、12月３日㈰に開催される第10回全日
本女子総合ドッジボール選手権【Ｄ-１Ｇの部】の埼玉県代
表チームに選出されました。
　高橋さんは「キャッチの練習を一生懸命してきたので、代
表チームに選ばれて本当にうれしいです。すごく緊張してい
ますが、目指してきた全国大会を一生懸命頑張ります。応援
よろしくお願いします。」と意気込みを語ってくれました。
ご活躍を期待しています！

叙位・叙勲
　去る８月27日に逝去された明堂昇氏に従六位瑞
宝双光章、９月３日に逝去された宮部明氏に旭日単
光章が授与されました。ご冥福をお祈りいたします。

元学校医
明堂　昇　氏

（寿）

元児玉町議会議員
宮部　明　氏

（児玉町児玉）

従六位瑞宝双光章 旭日単光章

祝百賀
　市内在住で大正12年生まれの栗田トキさん、大
木正美さん、栗田たけ子さんの３名が、めでたく
100歳を迎えられました。
　大正・昭和・平成・令和と４つの時代を歩んでき
た３名にお祝いの「寿状」が贈られました。

栗田　トキ さん
（山王堂）

大木　正美 さん
（児玉町児玉）

栗田　たけ子 さん

左から高橋衣知香さん、同じく本庄アタッカーズか
ら選出された森田花奏さん（深谷市）

 市長コラム

本庄市長

   しんげの一言メッセージ

防災先進自治会のフェアに参加
　小島南自治会のふれあい防災訓練・健康フェアが
10 月 15 日に開催。あいにくの雨で野外のイベント
は中止でしたが、自治会館の中で内容の濃い研修が行
われました。
　まず、新潟県長岡市からお越しいただいた中越市民
防災安全士会の皆さまから、非常時のパッククッキン
グの指導がありました。「行政の助けはすぐには来ま
せん。自分たちでまずは食を確保しましょう」との呼
びかけは、本当に大切だと感じました。
　最初に、カセット式ガスコンロと大鍋を使ったさん
まご飯を作りました。耐熱性のポリ袋に米と水それぞ
れ 100cc とさんまの缶詰３分の１を入れ（これで一
人分）、袋の空気を抜いて上部をしっかり結び、沸い
たお湯に入れて約 25 分。食材に使う水は、備蓄用ペ
ットボトル等、飲料用の水ですが、鍋で沸かす水は池
の水や雨水で大丈夫とのこと。おいしいご飯ができま
した。ほかに切り干し大根と水と干しわかめをポリ袋
に入れてなじませ、ツナの缶詰を加えておいしいサラ
ダもできました。お皿は、広告等のチラシを使って受
け皿を作り、そこに結び目を切ったさんまご飯を置く、

サラダもラップを敷いて置くことで、割り箸さえあれ
ば食器要らずで食事ができます。
　このパッククッキングは、地元でも赤十字奉仕団の
皆さまがすでに習得し実演しているので、今後もさま
ざまなイベントで市民の皆さまに体験していただける
と思いました。
　続いて小島南の自治会ＤＸ推進を研究している岩崎
明さんが開発した、安否確認をスマートフォンで行うシ
ステムのデモンストレーションが行われました。こちら
は、どこにいても自身の安否について自治会に伝えられ
る仕組となっており、内容も進化していくとのことです。
　さらに、本庄市自治会ドローンクラブの皆さまによ
る小島南自治会の上空を撮影した動画の上演と、ドロ
ーンが今後防災に果たす役割の大きな可能性について
お話をいただきました。
　小島南自治会に続いて、他の自治会でも同じような
取組が行われるとのこと。すばらしいですね。このよ
うな取組は、安全安心のまちづくり、さらなる地域力
のパワーアップにつながると確信します。防災力は地
域力であることを実感した一日でした。
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秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

期
間　
11
月
９
日
㈭
～
15
日
㈬

防�

火
標
語
（
２
０
２
３
年
度
全
国

統
一
防
火
標
語
）

『
火
を
消
し
て　
不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来
』

【
住
宅
火
災　
い
の
ち
を
守
る
10

の
ポ
イ
ン
ト
】

《
４
つ
の
習
慣
》

①�

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い

②�

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い

③�

こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い

④�

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

《
６
つ
の
対
策
》

①�

ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全

装
置
の
付
い
た
も
の
を
使
う

②�

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
点
検
す

る
（
交
換
の
目
安
は
10
年
）

③�

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
や

カ
ー
テ
ン
等
は
防
炎
品
を
使
う

④�

消
火
器
等
を
設
置
し
て
使
い
方

を
確
認
し
て
お
く

⑤�

避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に

確
保
し
て
お
く

⑥�

防
災
訓
練
等
へ
の
参
加
、
戸
別

訪
問
等
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
火

対
策
を
行
う
。

▼
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催

　
児
玉
郡
市
内
の
小
学
４
～
６
年

生
が
描
い
た
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

２
１
２
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
時　
11
月
６
日
㈪
～
19
日
㈰

会
場　
ウ
ニ
ク
ス
上
里

★�

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

課
☎
24
‐
８
３
９
２

「
誰
か
を
支
え
る
あ
な
た
も
支

え
る
。」
11
月
は
ケ
ア
ラ
ー
月
間

　
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
家
族
等
の
身

近
な
人
に
対
し
て
無
償
で
介
護
、

看
護
、
日
常
生
活
上
の
お
世
話
や

援
助
を
し
て
い
る
方
で
す
。

　
ケ
ア
ラ
ー
が
孤
立
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
社
会
全
体
で
見
守
り

支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
埼
玉
県
で
は
11
月
を
ケ
ア
ラ
ー

月
間
と
定
め
、
広
報
や
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
取
組
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は

埼
玉
県

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

★�

埼
玉
県
地
域
包
括
ケ
ア
課

☎
０
４
８
‐
８
３
０
‐
３
２
５
６

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　        ★広報課☎25-１１５５

埼玉県

埼玉県

▼対象となる都市計画（変更内容）

① 本庄都市計画（都市計画区域の整備、開発及び保全
の方針の変更、区域区分の変更）

② 児玉都市計画（都市計画区域の整備、開発及び保全
の方針の変更）

●縦覧について
縦覧期間　11 月 10 日㈮～ 24 日㈮
縦覧場所　 埼玉県都市計画課（ 含む）、埼玉県本庄

県土整備事務所、本庄市都市計画課（市役
所２階）

●意見書の提出について
提出期限　 11 月 24 日㈮　午後５時 15 分まで（必着）
提出対象　 市内に住所を有する方及び計画の利害関係者
提出方法　 郵送、持参または埼玉県電子申請届出サー

ビスによる
提 出 先　 埼玉県都市計画課、埼玉県本庄県土整備事

務所、本庄市都市計画課

※詳しくは、埼玉県 をご覧ください。

　埼玉県が決定する次の都市計画の案について、縦
覧を行います。
　また、案に対する意見書の提出についても併せて
お知らせします。

都市計画の案を縦覧します
★ 埼玉県都市計画課☎048-830-5341、本庄市都市

計画課☎25-１１３６
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埼玉弁護士会所属 弁護士 脇島 正

予約制 受付時間：平日 ～

〒 本庄市早稲田の杜
からも予約できます

収入のない方も安心してご相談ください
法テラス制度を利用することで負担なく弁護士に依頼できます

夜間・土日
応相談

初回相談料無料

令和５年11月１日号25

①��

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

卒
業
者
ま
た
は
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方

②��

社
会
人
と
し
て
１
年
以
上
勤
務

経
験
が
あ
る
方

試
験
日　
11
月
19
日
㈰

試
験
科
目　
小
論
文
・
面
接

◎
一
般
選
考
試
験

出�

願
期
間　
11
月
27
日
㈪
～
12
月

１
日
㈮
（
必
着
）

受�
験
資
格　
学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
卒
業
者
（
令
和
６
年

３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
ま

た
は
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
方

試
験
日　
12
月
10
日
㈰

試�

験
科
目　
現
代
文
・
選
択
科
目

（
数
学
Ⅰ
、生
物
基
礎
、英
語
Ⅰ
）

か
ら
１
つ
・
小
論
文
・
面
接

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

★�

本
庄
児
玉
看
護
専
門
学
校

☎
35
‐
２
０
７
７

税
務
署
の
非
常
勤
職
員
を
募
集

期�

間　
令
和
６
年
２
月
１
日
～
３

月
31
日
の
う
ち
１
～
２
か
月
程

度
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

勤�

務
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４

時
の
う
ち
４
～
６
時
間

勤
務
場
所　
本
庄
税
務
署

勤�

務
内
容　
書
類
整
理
、
デ
ー
タ

入
力
、
ス
マ
ホ
操
作
補
助　
な
ど

時�

給　
１
０
３
０
円
以
上
（
給
与

法
改
正
等
に
よ
る
変
更
あ
り
）

定
員　
20
名
程
度

※
申
込
等
、
詳
し
く
は
左
記
へ
。

★�

本
庄
税
務
署
総
務
課
☎
22
‐
２

１
１
１
（
音
声
案
内
で
「
２
」

を
選
択
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る

説
明
会
・
相
談
会

◆
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説

明
会
【
集
合
形
式
】

日�

時　
11
月
15
日
㈬　
午
後
２
時

～
４
時

会
場　
本
庄
税
務
署
２
階
会
議
室

定
員　
20
名
（
事
前
予
約
制
）

◆
登
録
要
否
相
談
会【
個
別
相
談
】

　
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
と
し

て
の
登
録
が
必
要
か
、
お
悩
み
の

事
業
者
向
け
の
相
談
会
で
す
。

日�
時　
11
月
17
日
㈮　
午
前
10
時

～
正
午

会
場　
本
庄
税
務
署
１
階
会
議
室

※
事
前
予
約
制
。
相
談
は
１
時
間

程
度
を
予
定
（
予
約
時
に
案
内
）。

【
共
通
】

申
込　
電
話
で
左
記
へ

★�

本
庄
税
務
署
法
人
課
税
部
門
☎

22
‐
２
１
１
２
、
個
人
課
税
部

門
☎
22
‐
２
１
１
４

11
月
11
日
～
17
日
は
税
を
考

え
る
週
間

　
国
税
庁
で
は
、
皆
さ
ん
に
租
税

の
意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対

す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、

等
で
さ
ま
ざ
ま
な

広
報
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
税
の
役
割
や
仕
組

み
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

★
本
庄
税
務
署
☎
22
‐
２
１
１
１

国
税
に
関
す
る
相
談
は
「
国

税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

　
全
国
一
律
の
電
話
番
号
で
国
税

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

電
話
番
号
（
全
国
一
律
料
金
）

　
０
５
７
０
‐
０
０
‐
５
９
０
１

受�

付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
（
土
・
日
・
休
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）

★
本
庄
税
務
署
☎
22
‐
２
１
１
１

市
役
所
の
人
事
異
動

９
月
30
日
付
け　
退
職

▽�
井
田　
有
為
（
都
市
整
備
部
市

街
地
整
備
室
主
任
）

★
行
政
管
理
課
☎
25
‐
１
１
６
０

自
衛
官
を
募
集

◎
一
般
曹
候
補
生

受
付
期
間　
11
月
30
日
㈭
ま
で

受�

験
資
格　
18
歳
～
33
歳
未
満
の

方（
採
用
予
定
月
の
１
日
時
点
）

一�

次
試
験
日　
12
月
９
日
㈯
～
12

日
㈫
の
う
ち
指
定
す
る
日

◎
自
衛
官
候
補
生

受
付
期
間　
12
月
４
日
㈪
ま
で

受�

験
資
格　
18
歳
～
33
歳
未
満
の

方（
採
用
予
定
月
の
１
日
時
点
）

一�

次
試
験
日
（
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
）�

12
月
８
日
㈮
・
９
日
㈯
の
う
ち

い
ず
れ
か
１
日

※
受
験
申
込
や
入
隊
時
期
等
、
詳

し
く
は
自
衛
官

募
集

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

★�

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８
‐
５

２
２
‐
４
８
５
５

令
和
６
年
度
本
庄
児
玉
看
護

専
門
学
校
入
学
試
験

◎
社
会
人
選
考
試
験

出�

願
期
間　
11
月
６
日
㈪
～
10
日

㈮
（
必
着
）

受�

験
資
格　
次
の
①
②
に
該
当
す

る
方

感染症の拡大を防止するため、施設利用や催し等へ参加の際、マスクの着用、検温等へのご協力をお願いすることがあります。
また、掲載している催し等は中止・変更になる場合があります。市ホームページ、問い合わせ先へご確認ください。

国税庁

自衛官募集
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☎ 0495-71-5626

ビバモール本庄１F

1日約９９円 (税込109円)で出来る
「ちょいトレ施設！」

それが
ドゥ・スマート本庄

今こそ運動の習慣化でフレイル予防！

ドゥスマート本庄

26

『
都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
』�

に
関
す
る
補
足
説
明
と
訂
正

　
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
お
し
ら
せ
版

10
月
15
日
号
に
掲
載
の
「
都
市
計

画
に
関
す
る
公
聴
会
」
に
つ
い
て
、

説
明
が
不
足
し
て
い
る
部
分
と
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

次
の
と
お
り
補
足
説
明
と
訂
正
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
補

足
説
明
と
訂
正

【
補
足
説
明
】　
地
区
計
画
原
案
に

つ
い
て
の
意
見
書
は
、
公
聴
会

で
の
公
述
の
希
望
に
関
わ
ら
ず

提
出
で
き
ま
す
。

【
訂
正
】　
「
提
出
条
件
」
に
つ
い
て
、

地
区
計
画
の
原
案
に
対
す
る
意

見
書
と
そ
の
他
の
都
市
計
画
原

案
に
対
す
る
意
見
書
で
次
の
と

お
り
異
な
り
ま
す
。

▼�

地
区
計
画
の
原
案
に
対
す
る
意

見
書
の
提
出
条
件

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・・�

地
区
計
画
原
案
に
係
る
区
域
内

の
土
地
の
所
有
者

・・�

地
区
計
画
原
案
に
係
る
区
域
内

の
土
地
に
利
害
関
係
を
有
す
る

個
人
及
び
法
人

※
た
だ
し
、
公
聴
会
で
公
述
で
き

る
の
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
及
び
法
人
に
限
り
ま
す
。

▼�

そ
の
他
の
都
市
計
画
原
案
に
対

す
る
意
見
書
の
提
出
条
件

・・�

市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
及

び
法
人

※
詳
し
く
は
、
市

（
11
月
２

日
㈭
公
開
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
25
‐
１
１
３
６

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
研
修
会

日�

時　
11
月
11
日
㈯　
午
前
10
時

～
正
午

会
場　
セ
ル
デ
ィ

内
容

①�

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

②�

市
の
気
象
状
況
の
特
色
と
対
策

に
つ
い
て

※
申
込
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

★
危
機
管
理
課
☎
25
‐
１
１
８
４

ふ
れ
あ
い
芸
能
ま
つ
り

　

県
民
の
日
協
賛
行
事
と
し
て
、

市
内
及
び
児
玉
郡
内
の
芸
能
団
体

に
よ
る
発
表
を
行
い
ま
す
。

日�

時　
11
月
12
日
㈰　
午
前
10
時
～

会�

場　
本
庄
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
。

★�

ふ
れ
あ
い
芸
能
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
本
庄
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
内
）
☎
21
‐
７
６
８
８

令
和
５
年
度
本
庄
市
青
少
年

健
全
育
成
の
つ
ど
い

日
時　
11
月
18
日
㈯　
午
後
２
時
～

会
場　
セ
ル
デ
ィ

内�

容　
青
少
年
の
主
張
発
表
、
表

彰
式

★
生
涯
学
習
課
☎
22
‐
３
２
４
８

竹
あ
か
り
展
示
イ
ベ
ン
ト
（
観

光
振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー

ト
補
助
事
業
）

　
竹
あ
か
り
の
幻
想
的
な
光
の
空

間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日�
時　
11
月
22
日
㈬
～
26
日
㈰　

午
後
４
時
30
分
～
８
時

会
場　
本
庄
市
民
文
化
会
館

※
会
場
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
も

出
店
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

★�

早
稲
田
大
学
Ｂ
Ａ
Ｍ
部

event�
@
bam

boo-w
aseda.com

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
公
共
空
間
利

活
用
実
証
実
験
）
を
開
催

日�

時　
11
月
22
日
㈬　
午
後
４
時

～
８
時

会�

場　
テ
ラ
ス
バ
本
庄
広
場
（
本

庄
駅
南
口
直
結
）

※
出
店
者
等
、
詳
し
く
は
市

で

お
知
ら
せ
し
ま

す
。

★
商
工
観
光
課
☎
25
‐
１
１
７
４

第
70
回
セ
ル
デ
ィ
ピ
ア
ノ
試

弾
会

　
ホ
ー
ル
で
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の

演
奏
を
体
験
し
よ
う
。

期�

間　

12
月
１
日
㈮
～
７
日
㈭

（
４
日
㈪
を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

※
演
奏
は
１
人
１
時
間
ま
で
。

会
場　
セ
ル
デ
ィ
ホ
ー
ル

対
象　
ピ
ア
ノ
演
奏
の
好
き
な
方

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
ま
た
は

代
理
の
方
の
付
添
い
が
必
要
。

定
員　
40
名
程
度
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申�

込　
11
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
左
記
へ

★
セ
ル
デ
ィ
☎
72
‐
８
８
５
１

市

竹あかり

市

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座



医療法人本庄福島病院本庄総合病院
本庄市北堀

・看護助手
・事務夜勤（パート）

社会貢献したい元気なシニアも歓迎

詳しくはお問い合わせください。

求人
募集

（常勤）
（パート）

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

令和５年11月１日号27

本
庄
地
域
就
職
面
接
会
～
若

年
者
と
就
職
氷
河
期
世
代
の

就
職
を
応
援
し
ま
す
～

日�

時　
11
月
29
日
㈬　
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

会�

場　
本
庄
商
工
会
議
所
２
階
大

ホ
ー
ル

内�

容　
お
お
む
ね
55
歳
未
満
の
方

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
庄
管
内
企

業
（
15
社
予
定
）
の
人
事
担
当

者
と
の
個
別
面
接

用�

意　
履
歴
書
（
複
数
枚
）、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
受
付
票

※
申
込
は
左
記
へ
。

★�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
庄
職
業
紹
介

部
門
☎
22
‐
２
４
４
８

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ　
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
Ｏ

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｈ　
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

　
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
の

生
徒
や
留
学
生
と
一
緒
に
、
英
語

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
を
し

ま
す
。

　
英
語
の
上
達
で
大
事
な
こ
と
は
、

実
際
に
使
っ
て
み
る
こ
と
で
す
。

学
校
で
勉
強
し
た
英
語
を
使
っ
て
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
12
月
３
日
㈰　
①
午
前
10

時
～
11
時
30
分
、
②
午
後
１
時

～
２
時
30
分

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

会�

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
４
階
Ｎ
４
０
６
教
室

対
象　
小
学
４
～
６
年
生

※
保
護
者
の
参
加
も
可
（
児
童
１

名
に
つ
き
２
名
ま
で
）。

定�

員　
各
10
組（
多
数
の
場
合
抽
選
）

費
用　
無
料

申�
込　
11
月
７
日
㈫
午
前
10
時
か

ら
14
日
㈫
午
後
４
時
ま
で
に
左

記
コ
ー
ド
へ

※
抽
選
の
場
合
、
結
果
は
全
員
に

お
知
ら
せ
し
ま

す
。

★�

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
24
‐
７
４
５
５

（
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後

５
時
）

銀
座
通
り
の
一
部
を
活
用
し

た
社
会
実
験
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、
本
庄
駅
北
口
周
辺
が

抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

「
居
心
地
の
良
い
歩
き
た
く
な
る
ま

ち
な
か
」
に
向
け
た
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
ま
ち
な
か
を
「
人
が
行
き
交
う

居
場
所
」
へ
と
戻
し
、人
が
安
全・

安
心
で
楽
し
く
活
動
し
て
、
新
た

な
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
続
け
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
証

を
進
め
て
い
ま
す
。

▼�

実
施
す
る
社
会
実
験�

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
、
に
ぎ

わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
道
路
空

間
の
利
活
用
を
検
証

日�

時　
11
月
23
日
㈷　
午
前
10
時

～
午
後
４
時

会
場　
銀
座
通
り
の
一
部

※
社
会
実
験
に
際
し
、
銀
座
通
り

の
一
部
が
通
行
止
め
（
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）
と
な
り
ま
す
。
迂

回
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

★
市
街
地
整
備
室☎

25
‐
１
１
３
８

八
高
線
活
性
化
の
た
め
に
～

臨
時
列
車
を
運
行
～

　
八
高
線
沿
線
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
取
組
と
し
て
、
デ
ィ
ー
ゼ

ル
機
関
車
（
Ｄ
Ｄ
51
型
機
関
車
）

と
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
楽
し
め
る

旧
型
客
車
を
組
み
合
わ
せ
た
臨
時

列
車
を
運
行
し
ま
す
。

※
当
日
の
乗
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎�

児
玉
駅
周
辺
通
過
予
定�

11
月
11
日
㈯　
午
前
11
時
ご
ろ

★
都
市
計
画
課
☎
25
‐
１
１
３
６

ほ
わ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３�

～
20�

th�Anniversary

～

　
本
庄
早
稲
田
駅
が
開
業
20
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
地
域
や
鉄

道
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆

さ
ん
に
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日�

時　
11
月
12
日
㈰　
午
前
10
時

～
午
後
２
時

会
場　
本
庄
早
稲
田
駅

内�

容　
学
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
作

品
展
示
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披

露
、
記
念
撮
影
、
モ
ノ
づ
く
り

体
験
、
地
元
野
菜
等
の
物
産
店

※
一
部
有
料
。
内
容
は
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

★�

JR
東
日
本
高
崎
支
社
☎
０
２
７

‐
３
２
０
‐
７
１
１
１

▼
同
時
開
催
～
本
庄
早
稲
田
の
杜

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
主
催
「
土
器
の
拓

本
を
と
ろ
う
！
」

　
市
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
本

物
の
土
器
を
使
っ
て
、
拓
本
を
取
っ

て
み
よ
う
。
で
き
あ
が
っ
た
拓
本

は
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
仕
上
げ
ま
す
。

※
体
験
時
間
（
目
安
）
は
20
分
。

申
込
不
要
。
ほ
わ
フ
ェ
ス
タ
会
場

内
ブ
ー
ス
へ
。

★�
本
庄
早
稲
田
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
☎
71
‐
６
８
７
８

申込

広報ほんじょうに掲載の情報は、「ほんじょうＦＭ（ＦＭ 89.3MHz または専用アプリ等）」でもお知らせしています。
放送時間【平日１日３回】：午前７時 55 分ごろ、11 時 55 分ごろ、午後５時 55 分ごろ



ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー　

男
性
料
理
教
室
～
思
っ
た
よ

り
簡
単
！
料
理
男
子
を
目
指

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

　
料
理
っ
て
意
外
と
簡
単
な
ん
で

す
。
料
理
に
興
味
の
あ
る
男
性
の

皆
さ
ん
、
家
で
も
振
る
舞
え
る
よ

う
な
簡
単
レ
シ
ピ
を
、
料
理
の
基

礎
と
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
い

し
い
料
理
に
挑
戦
し
て
、
家
族
等

に
振
る
舞
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日�

時　
11
月
25
日
㈯
・
12
月
２
日

㈯　
全
２
回　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分

会�

場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
２
階
キ

ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ

講�

師　
黒
澤　
敬
子　
先
生
（
埼

玉
県
ふ
る
さ
と
の
味
伝
承
士
）

ほ
か

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
性

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費�

用　
１
０
０
０
円

用�

意　

三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）、

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

マ
ス
ク

申�

込　
11
月
８
日
㈬
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
左
記
へ

★
市
民
活
動
推
進
課

☎
25
‐
１
１
１
８

本
庄
オ
ー
タ
ム
ウ
ォ
ー
ク
２

０
２
３
連
携
企
画
「
秋
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
③
」

　

本
庄
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

No.

10
ふ
る
さ
と
の
森
コ
ー
ス
を
中

心
に
、
約
５
km
を
歩
き
ま
す
。

日�
時　
11
月
26
日
㈰　
集
合　
午

前
８
時
30
分

※
小
雨
決
行
。

集�

合
場
所　
児
玉
総
合
運
動
公
園

駐
車
場

講
師　
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

対�

象　
小
学
４
年
生
以
上
の
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

内�

容　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
イ
ン
タ

ー
バ
ル
速
歩
、
ス
ロ
ー
ピ
ン
グ

な
ど

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用�

意　
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
飲
み
物

申�

込　
11
月
８
日
㈬
か
ら
電
話
で

左
記
へ

★

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
25
‐
１
１
５
２

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

28

公
民
館

公
民
館

掲
載
の
全
公
民
館
事
業
が

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
、
原
則
と
し
て
午
前

８
時
30
分
か
ら
で
す
。

※
費
用
の
か
か
る
講
座
の
キ
ャ
ン

セ
ル
は
、
費
用
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
の
際
は
、
事
前
の
検
温
、
飲

み
物
の
用
意
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
庄
西
公
民
館
☎
21
‐
８
７
８
６

◆
箱
入
り
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
作
り

教
室

　
は
さ
み
と
鉛
筆
で
、
可
愛
い
タ

ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
を
作
り
ま
す
。

※
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

日�

時　
11
月
21
日
㈫　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

講�

師　
中
野　
幸
恵　
先
生

定�

員　
10
名
（
先
着
順
）

費�

用　
１
０
０
０
円

用�

意　
は
さ
み
、
ボ
ン
ド
、
筆
記

用
具

申�

込　
11
月
９
日
㈭
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
珈コ
ー
ヒ
ー琲
入
門
講
座

　
プ
ロ
の
バ
リ
ス
タ
か
ら
お
い
し
い

珈
琲
の
入
れ
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
12
月
１
日
㈮　
午
前
10
時

～
11
時
30
分

講�

師　
齋
藤　
幸
雄　



先
生
（
埼

玉
県
調
理
師
専
門
学
校
専
任
講
師
）

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
７
０
０
円

申�

込　
11
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
公
民
館
☎
24
‐
７
３
８
３

◆
お
正
月
向
け
寄
せ
植
え
盆
栽
教
室

　
お
正
月
飾
り
に
ふ
さ
わ
し
い
縁

起
物
の
寄
せ
植
え
を
学
び
ま
す
。

日�

時　
12
月
４
日
㈪　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

講
師　
立
花　
勲　
先
生　

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
２
０
０
円

用�

意　
ゴ
ム
手
袋
、
手
拭
き
用
タ

オ
ル

申�

込　
11
月
16
日
㈭
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
土・日・

休
日
は
連
絡
不
可
）

－市税夜間・休日収納窓口のお知らせ－
○夜間収納窓口
日時　11月６日㈪、12月５日㈫　午後５時15分～７時
場所　収納課（市役所１階）☎25-１１２０
　　　支所市民福祉課市民税務係
　　　（アスピアこだま１階）☎ 72-１３３３
○休日収納窓口
日時　�11月26日㈰　午前８時30分～午後５時15分
場所　収納課（市役所１階）☎25-１１２０

－今月の納税納付－

納期限　11月30日㈭
・国民健康保険税　５期　・下水道負担金　３期
・介護保険料　５期　・後期高齢者医療保険料　５期
　納め忘れをなくすため、便利な口座振替をぜひご
利用ください。

くらしの情報 Station
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費
用　
１
５
０
０
円

用�

意　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
の
箱
（
袋
）

申�

込　
11
月
14
日
㈫
午
後
1
時
30

分
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
公
民

館
へ
（
金
・
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

旭
公
民
館
☎
22
‐
５
９
４
０

◆
ク
ラ
ブ
活
動
発
表
会

日�

時　
11
月
18
日
㈯　
午
前
９
時

～
午
後
４
時
、
19
日
㈰　
午
前

９
時
～
午
後
３
時　

○
実
演
発
表　

内�

容　
骨
盤
体
操
、
太
極
拳　
茶

道
、
詩
吟
、
ち
び
っ
子
英
語
、

大
正
琴

○�
展
示
発
表　

内�

容　
折
り
紙
、
水
彩
画
、
書
道
、

布
遊
び
、
ソ
ー
イ
ン
グ
、
華
道
、

古
文
書
、
古
美
術
、
ヨ
ガ
、
英

会
話
、
韓
国
語
、、
卓
球

※
申
込
不
要
。
直
接
会
場
へ
。　

　
各
実
演
発
表
の
時
間
は
公
民
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
旭
お
楽
し
み
演
芸
会

　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
演
芸
（
漫
談
、

マ
ジ
ッ
ク
、
講
談
、
胡
弓
演
奏
）

を
鑑
賞
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日�

時　
11
月
30
日
㈭　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

出�

演　
ミ
セ
ス
セ
ン
ダ
ー
、
ミ
ス

タ
ー
マ
ッ
ク
、
加
賀　

竹
里
、

佐
藤　
晴
美

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申�

込　
11
月
16
日
㈭
か
ら
電
話
・

窓
口
で
受
付
（
水
・
土
・
日
・

休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
ふ
る
さ
と
再
発
見
「
初
冬
の
御

陣
場
川
を
歩
く
」

　
旭
公
民
館
の
北
を
流
れ
利
根
川

と
合
流
す
る
御
陣
場
川
。
こ
の
川

沿
い
を
歩
き
な
が
ら
、
自
然
や
地

域
の
歴
史
、
川
の
果
た
し
て
き
た

役
割
等
を
学
び
、
豊
か
な
旭
の
魅

力
を
堪た
ん
の
う能
し
ま
す
。

日�

時　
12
月
２
日
㈯　
午
前
９
時

～
正
午

※
雨
天
時
は
９
日
㈯
に
延
期
。

講
師　
塩
原　
浩
行　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

用�

意　
歩
き
や
す
い
服
装
、
運
動

靴
、
帽
子
、
雨
具
、
飲
み
物

申�
込　
11
月
21
日
㈫
か
ら
電
話
、

ま
た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・

土
・
日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
東
公
民
館
☎
22
‐
３
４
０
４

◆
ク
リ
ス
マ
ス
用
ク
レ
ッ
セ
ン
ト

（
三
日
月
）
リ
ー
ス
教
室

　
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
や
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、
リ
ボ
ン
を
リ
ー

ス
台
に
添
え
て
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

に
ア
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

日�

時　
11
月
20
日
㈪　
午
後
２
時

～
４
時

講
師　
眞
田　
明
子　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
８
０
０
円

用�

意　

は
さ
み
（
キ
ッ
チ
ン
用

等
）、
ペ
ン
チ
（
ニ
ッ
パ
ー
）、

ピ
ン
セ
ッ
ト

申�

込　
11
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
木・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
本
庄
東
公
民
館
ク
ラ
ブ
活
動
展

示
発
表
会

日�

時　
11
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
26
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

展�

示
発
表　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
、
書
道
、
編
み
物
、
フ

ラ
ン
ス
刺し
し
ゅ
う繍
、
塗
り
絵
、
茶
道
、

教
室
作
品
、
ク
ラ
ブ
紹
介
な
ど

※
申
込
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

藤
田
公
民
館
☎
22
‐
２
３
３
２

◆
ハ
ー
ト
フ
ル
音
楽
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
～
密
を
避
け
て
、
心

は
密
に
～

　
北
海
道
で
の
大
自
然
奮
闘
記
を

映
像
と
楽
し
い
ト
ー
ク
で
紹
介
し
、

昔
懐
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
を
一
緒

に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

日�
時　
①
11
月
30
日
㈭　
②
12
月
13

日
㈬　
午
後
2
時
～
3
時
30
分

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

講
師　
松
村　
正　
先
生

定
員　
各
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申�

込　
11
月
14
日
㈫
午
後
1
時
30

分
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
公
民

館
へ
（
金
・
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

◆
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
楽
し
み
方

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
定
番
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
の
意
外
な
ル
ー
ツ
や
、
長
く
楽
し

む
コ
ツ
を
生
産
者
か
ら
聞
き
、
ラ
ッ

ピ
ン
グ
を
し
て
持
ち
帰
り
ま
す
。

日�

時　
12
月
6
日
㈬　
午
後
2
時

～
３
時
30
分

講�

師　
大
谷　
美
紗　
先
生
（
本

庄
農
業
女
子
）

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

 老人福祉センターつきみ荘の休館日　☎22-３６９６
11月６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪、12月４日㈪�

 余熱利用施設湯かっこの休館日　☎ 22- ８１２６
11月６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪、12月４日㈪�

 ボートレース戸田開催日程
11月１日㈬・2日㈭、７日㈫～12日㈰、16日㈭～21日㈫、
26日㈰～29日㈬、12月２日㈯～５日㈫
※本庄市は埼玉県都市ボートレース企業団に加入しており、
配分金をさまざまな事業に活用しています。

ご利用ください！はにぽん号・もといずみ号
　市内 400か所以上の停留所を送迎す
る乗合バスです。
運行日程　�月～土曜日　午前８時～正午、

午後１時～５時
※日曜、休日、年末年始は休み。
利用料金　300円（小学生は半額、未就学児は無料）
利用方法　�利用希望日の１週間前から当日までに�

予約センター　☎21- ７７９７　へ
※予約の際、①利用日時、②乗降車場所（停留所）、③利
用人数を伝えてください。
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申�

込　
11
月
８
日
㈬
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
金・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

仁
手
公
民
館
☎
22
‐
３
５
３
８

◆
お
と
な
の
塗
り
絵
教
室
～
脳
の

若
返
り
・
ス
ト
レ
ス
解
消
～

　
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

先
生
が
描
い
た
原
画
に
楽
し
く
色

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
11
月
27
日
㈪
・
12
月
４
日

㈪
・
11
日
㈪　
全
３
回　
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
井
上　
美
千
代　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円　

用
意　
色
鉛
筆
（
お
持
ち
の
方
）

申�

込　
11
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
木
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）

◆
お
正
月
飾
り
に
な
る
苔
玉
作
り

教
室
～
華
や
か
で
縁
起
の
良
い
植

物
を
使
っ
て
～

　
正
月
向
け
の
植
物
を
使
っ
た
苔

玉
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
管
理

方
法
や
具
合
が
悪
く
な
っ
た
時
の

対
処
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
12
月
20
日
㈬　
午
前
10
時

～
正
午

講
師　
大
島　
恵　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
３
０
０
０
円

用�

意　
軍
手
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

新
聞
紙
、
持
ち
帰
り
容
器

申�

込　
11
月
20
日
㈪
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
木
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）

共
和
公
民
館
☎
72
‐
０
３
３
７

◆
暮
ら
し
に
役
立
つ
便
利
な
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
講
座

　
日
常
生
活
や
い
ざ
と
い
う
時
に

役
立
つ
ひ
も
や
ロ
ー
プ
、
布
等
の

結
び
方
の
実
技
講
座
で
す
。

日�

時　
11
月
23
日
㈷　
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

講
師　
小
野
沢　
淳
二　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
３
０
０
円

用
意　
風
呂
敷
、
軍
手

申�

込　
11
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）

◆
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
教
室

　
ク
リ
ス
マ
ス
向
け
に
簡
単
に
で

き
る
ス
イ
ー
ツ
作
り
教
室
で
す
。

日�

時　
12
月
16
日
㈯　
①
午
前
10

時
～
正
午
、
②
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

講
師　
今
村　
悦
子　
先
生

定
員　
各
９
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円

用�

意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
）、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申�

込　
11
月
16
日
㈭
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）

◆
お
正
月
し
め
縄
ア
レ
ン
ジ
教
室

　
ご
ぼ
う
し
め
縄
を
ア
ー
テ
ィ
フ

ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
等
で
飾
り
、

す
て
き
な
新
年
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

※
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

日�

時　
12
月
17
日
㈰　
①
午
前
10

時
30
分
～
正
午
、
②
午
後
１
時

30
分
～
３
時

講
師　
山
梨　
き
く
江　
先
生

定
員　
各
５
名
（
先
着
順
）

費
用　
３
０
０
０
円

用
意　
ワ
イ
ヤ
ー
の
切
れ
る
は
さ
み

申�

込　
11
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
南
公
民
館
☎
21
‐
８
７
８
５

◆
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
教
室

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
バ
ラ
の

実
で
す
て
き
な
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

日�

時　

①
11
月
20
日
㈪
、
②
11
月

21
日
㈫　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

講
師　
田
口　
範
子　
先
生

定
員　
各
６
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
8
０
０
円

用
意　
は
さ
み

申�

込　
11
月
９
日
㈭
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
教
室

　
歌
声
に
耳
を
傾
け
て
、
今
年
一

年
を
振
り
返
り
な
が
ら
心
和
む
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
12
月
12
日
㈫　
午
後
１
時

30
分
～
２
時
30
分

講
師　
山
村　
ひ
び
き　
先
生

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申�

込　
11
月
27
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

北
泉
公
民
館
☎
22
‐
２
４
８
４

◆
そ
ば
打
ち
教
室

　
二
八
そ
ば
の
打
ち
方
を
学
び
ま
す
。

※
打
っ
た
そ
ば
（
約
５
人
前
）
は

持
ち
帰
れ
ま
す
。

日�

時　
12
月
11
日
㈪　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

講�

師　
北
泉
公
民
館
ク
ラ
ブ
「
そ

ば
の
花
」
の
皆
さ
ん

定
員　
８
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

用�

意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
）、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具

申�

込　
11
月
27
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
金・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
初
心
者
太
極
拳
教
室

　
基
本
を
学
び
な
が
ら
、
太
極
拳

を
と
お
し
た
健
康
維
持
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
す
。

日�

時　
11
月
14
日
か
ら
12
月
５
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　
全
４
回

午
前
９
時
30
分
～
11
時

講
師　
渡
辺　
竹　
先
生

定
員　
８
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用�

意　
運
動
す
る
服
装
、
底
が
薄

く
柔
ら
か
い
運
動
靴
、
汗
拭
き

用
タ
オ
ル

くらしの情報 Station
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手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り

用
の
箱
（
袋
）

申�

込　
11
月
14
日
㈫
午
後
１
時
30

分
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
公
民

館
へ
（
木
・
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
）�

　
　
　

��

☎
72
‐
８
８
５
１

◆
は
じ
め
て
の
デ
ッ
サ
ン
教
室

　
絵
画
の
基
本
と
な
る
デ
ッ
サ
ン

を
身
近
な
モ
チ
ー
フ
を
描
き
な
が

ら
学
び
ま
す
。「
形
の
捉
え
方
」「
も

の
の
見
方
」
等
、
先
生
の
裏
技
を

習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日�

時　
11
月
26
日
㈰
・
12
月
3
日

㈰
・
10
日
㈰　
全
3
回　
午
後

1
時
30
分
～
午
後
3
時　

講
師　
菅
野　
公
夫　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

用�

意　
筆
記
用
具
、
汗
拭
き
用
タ

オ
ル
、
飲
み
物

申�

込　
11
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ

◆
シ
ニ
ア
の
た
め
の
「
は
じ
め
て

ス
マ
ホ
活
用
法
」
講
座

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い

る
け
れ
ど
、
活
用
で
き
て
い
な
い
、

広
報
に
コ
ー
ド
が
つ
い
て
い
る
け

ど
読
み
取
っ
た
こ
と
が
な
い
。
そ

ん
な
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

自
身
の
ス
マ
ホ
で
、
基
本
的
な
操

作
か
ら
生
活
に
役
立
つ
便
利
な
ア

プ
リ
の
使
い
方
等
、
シ
ニ
ア
世
代

や
初
心
者
の
方
向
け
に
ゆ
っ
く
り

わ
か
り
や
す
く
学
び
ま
す
。

日�

時　
11
月
30
日
㈭　
午
後
1
時

　
30
分
～
3
時　

講
師　
東　
禎
章　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

対�

象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
初
心
者
の
方

費
用　
１
１
０
０
円

用�

意　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
筆
記

用
具

申�

込　
11
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ

◆
月
釜
茶
会

　
お
茶
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

※
申
込
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

日�

時　
11
月
12
日
㈰
、
12
月
10
日

㈰　
午
後
1
時
～
4
時

講
師　
児
玉
茶
道
会

費
用　
５
０
０
円
（
茶・菓
子
代
）

セルディシアター
花のあとさき

ムツばあさんの歩いた道
上映会及び解説講座

【上映会】
　18年にわたりＮＨＫが記録したドキ
ュメンタリーを映画化した「花のあとさ
き　ムツばあさんの歩いた道」を上映し
ます。
日 時　12月９日㈯　①午前９時30分～
正午、②午後1時30分～４時30分

会場　セルデイ
定員　各600名（先着順）
費用　無料
※申込不要。直接会場へ。
【解説講座】
　映画の上映前後に、撮影時に取材協力
した上井克彦氏（太田部観光協会会長）
を講師に迎え、舞台となった秩父市吉田
太田部楢尾に暮らした小林ムツさん夫妻
をはじめとする集落の人びとの生き様を
撮影当時のエピソードと現在の様子を交
えてお伝えします。
★�セルディ☎ 72- ８８５１

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

１
階
）　　
　

�

☎
72
‐
４
７
８
９

◆
平
和
を
考
え
る
ち
い
さ
な
コ
ン

サ
ー
ト

　
沖
縄
戦
か
ら
平
和
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。
沖
縄
に
ま
つ
わ
る
曲
や

講
師
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
歌
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日�

時　
11
月
26
日
㈰　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

講
師　
小
暮　
一
実　
先
生

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申�

込　
11
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
･
土

･
日
･
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
障
子
張
り
替
え
講
座

　
お
正
月
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
る

た
め
に
、
気
に
な
っ
て
い
る
障
子

の
張
り
替
え
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
11
月
27
日
㈪　
午
前
10
時

～
11
時

講
師　
新
井　
一
夫　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申�

込　
11
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
木・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
児
玉
の
冬
野
菜
収
穫
体
験

　
恒
例
の
地
元
児
玉
の
冬
野
菜
の

収
穫
を
体
験
し
ま
す
。

日�

時　
12
月
３
日
㈰　
午
前
８
時

45
分
～
正
午

集
合
場
所　
セ
ル
デ
ィ
駐
車
場

講�

師　
牧
野　
涼
子　
先
生
、
倉

野
内　
直
子　
先
生
（
本
庄
農

業
女
子
）

定
員　
16
名
（
先
着
順
）

費�
用　
大
人
１
５
０
０
円
、
子
ど

も
８
０
０
円

用�
意　
汚
れ
て
も
良
い
服
装
、
長

靴
、
手
袋
（
防
水
の
も
の
）、

包
丁
、
野
菜
を
入
れ
る
袋

申�

込　
11
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
木・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
と
ク
リ
ス
マ
ス

　
本
庄
市
は
全
国
有
数
の
ポ
イ
ン

セ
チ
ア
生
産
地
で
す
。
地
元
の
生

産
者
か
ら
手
入
れ
の
方
法
を
聞
き
、

ク
リ
ス
マ
ス
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
12
月
４
日
㈪　
午
後
２
時

～
３
時
30
分

講�

師　
大
谷　
美
紗　
先
生
（
本

庄
農
業
女
子
）

定
員　
８
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
５
０
０
円

用�

意　
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、
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★今月の児童図書
イチからつくるガラス　矢野　哲司　編
６＋１の不思議　　　　　斉藤　洋　作
名探偵ポアロ　ゴルフ場殺人事件

アガサ・クリスティー　著
わんぱくだんのまじょのやかた

末崎　茂樹　絵
妖怪の子、育てます　３　廣嶋　玲子　作

児 玉 分 館
関東大震災

戦争はなぜ起こる？どうすれば防げるのか？

震災郵趣研究会　編　日本郵趣出版

森　肇志　監修　ＰＨＰ研究所
ロシアによるウクライナへ
の軍事侵攻の理由や背景を
解説。また、国際社会の成
り立ちや戦争が起こる原因
について説明し、戦争と平
和の関係、戦争を防ぐ方法
を探る。

★今月の一般図書
いつもの食材で体がととのうレンチン薬膳
ごはん　　　　　　　　齋藤　菜々子　著
わたしたちに翼はいらない　　　　

寺地　はるな　著
人体ヒストリア
　　　　キャスリン・ペトラス　ほか　著
自分で自分の介護をする本　小山　朝子　著

大正12年９月１日に発生
した大地震と大火災によっ
て生じた関東大震災。東京
が焦土と化し、受取人不明
で差出人戻しになった郵便
など、大震災に関する一次
資料をカラーで収録。

開館時間／�午前９時30分～午後６時15分 
木・金曜日のみ午後８時閉館（本館のみ）

休館日／�11月６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪、
　　　　 30日㈭（館内整理日）、12月４日㈪
ホームページアドレス／https://www.lib.honjo.saitama.jp/

本館☎ 24- ３７４６／児玉分館☎ 73- １７８３

イ ベ ン ト
たのしいおはなし会

◇本 館
日時　11月11日㈯ 
           午前11時～11時30分 
　　　11月25日㈯ 
　　　午後２時～２時30分
内容　�「世界」をテーマとした絵

本や紙芝居など
協力　�よみきかせサークル「本

庄ほんの会」の皆さん
◇児玉分館
日時　�11月11日㈯ 

午前11時～11時30分
内容　�「乗り物」をテーマとし

た絵本や紙芝居など
協力　�こだまお話しの会・語り

の会ことよりの皆さん

図 書 館 だ よ り

新 着 図 書 案 内 本 館
無礼語辞典

マスク越しのおはよう
山本　悦子　著　講談社

関根　健一　著　大修館書店
配慮が伝わる言葉選びを
サポートする本。その言
葉は大丈夫？言葉遣いを
見直して、敬意と優しさ
にあふれるコミュニケー
ションへの道筋を開こう。

★今月の一般図書
幕末維新解剖図鑑　　　　山村　竜也　著
60 歳から絶対やるべき防犯の基本　

京師　美佳　監修
計算力を強くする　　　　　鍵本　聡　著
青春のスケッチブック

Ｅ．Ｈ．シェパード　著
自然知能　　　　　　　外山　滋比古　著

「マスク」と「コロナ」で
浮き彫りになる中学生５
人の心を描く短編集。突
如として一変した日常。
多感な５人が学校や家庭
での悩みに向き合い、た
どり着いた答えとは…。

��本庄高校図書館地域開放日
（土曜日）

※貸出不可。閲覧のみ利用できます。
詳しくは、本庄高校ホームページへ
（「本庄高校　地域開放」で検索）。
◎午前８時45分～午後４時30分
　10月７日、21日、11月４日
◎午後０時45分～４時30分
　10月14日、28日
★本庄高校図書館☎21-１１９５

◇本 館
日時　 11月２日㈭ 

午前11時～11時30分
◇児玉分館
日時　 11月８日㈬ 

午前11時～11時30分
◆両会場共通
対象　未就学児と保護者
内容　 絵本の読み聞かせやわら

べうたなど

◇本 館
期間　 11月１日㈬～29日㈬
内容　 日本語で書かれた絵本と

英語で書かれた絵本との
比較展示など

絵本とわらべうたのおはなし会

秋の読書週間展示
英語の絵本を見てみよう！

★今月の児童図書
たびにでよう　　　　　降矢　なな　作
コグニのはじまり　いとう　ひろし　著
水はどこからやってくる？

浜田　久美子　著
生まれかわるヒロシマの折り鶴　

佐藤　真澄　著
ホットドッグ　ダグ・サラティ　作・絵

　感染症の拡大を防止するため、
イベント等は急遽中止することが
あります。詳しくは、図書館
や館内掲示でお知らせします。
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※
感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市民相談（11月〜12月）
相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ

行 政 11月16日㈭・12月21日㈭　
午後１時～４時 市役所１階�市民相談室

���　　�

法 律

11月１日㈬・８日㈬・22日㈬・30日㈭
午後１時～４時
※30日の会場はアスピアこだま１階相談室
◎12月の相談日
弁護士に
よる相談

12月６日㈬・13日㈬�
午後１時～４時���定員＝各日６名（先着順)

司法書士に
よる相談

12月20日㈬・27日㈬
午後１時～４時���定員＝各日６名（先着順)

労 働 法 律 11月15日㈬　午後１時～４時　定員＝６名（先着順）
相談員＝弁護士

不 動 産 11月10日㈮・12月８日㈮　午後１時～４時
相談員＝宅地建物取引士

年金・労働 12月14日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 11月14日㈫・12月12日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士　

消 費 生 活
毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階�商工観光課 商工観光課☎25-１１７５
毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
��　　　　　☎35-１２３２

人 権
11月28日㈫・12月26日㈫　午後１時～４時 市役所３階301会議室 市民活動推進課

☎25-１１１８11月14日㈫・12月12日㈫　午後１時～４時 アスピアこだま２階
会議室Ｂ

ＤＶ・女性 毎週月～金曜日（休日を除く）午前８時30分～午後５
時15分　

市役所３階
市民活動推進課

市民活動推進課
☎25-１１４４☎25-１１１８

家 庭 児 童 毎週月～金曜日（休日を除く)�午前９時～午後４時 市役所２階��子育て支援課 子育て支援課�☎25-１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）毎週月～金曜日（休日を除く)�午前９時30分～午後２時45分

ふれあい教室（早稲田大学�
本庄キャンパス90-3号館)

教育支援センター
☎080-8474-2091

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付 はにぽんプラザ 子どもの心の相談員

☎080-8494-1609
ひきこもり
相 談 毎週月曜日（休日を除く）午前９時～午後５時 市役所１階生活支援課 生活支援課

　　　　　��☎25-１１９７

心 配 ご と

11月13日㈪・27日㈪・12月11日㈪・25日㈪
午後１時～４時（受付は午後３時30分まで）
※相談時間中のご連絡は、☎21-８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　活動室Ｃ

本庄市社会福祉協議会
�����������������☎24-２７５５

11月６日㈪・12月４日㈪
午後１時～４時（受付は午後３時30分まで）

アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
�����������������☎73-１２３７

成 年 後 見

成年後見相談員、アドバイザー（弁護士・司法書士）による相談
11月14日㈫・28日㈫・12月12日㈫・26日㈫　午後１時～４時�
※前月初日（休日を除く）から先着順で当日午後２時
まで受付（受付開始日は電話予約のみ）

はにぽんプラザ２階
　　　　　　活動室Ｃ 本庄市成年後見サポートセンター

本庄市社会福祉協議会
☎24-２７５５

成年後見サポートセンター職員による相談（電話・面談）
毎週月～金曜日(休日を除く)　午前８時30分～午後５時15分

はにぽんプラザ２階
本庄市社会福祉協議会

高 齢 者
相 談

休日を除く月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
※各地域包括支援センターが担当する地域は、おおむ
ね中学校区域

本庄西地域包括支援センター　本庄市社会福祉協議会
（銀座１-１-１）　��������������������������☎22-７０８８
本庄東地域包括支援センター　安誠園
（本庄３-１-21）　��������������������������☎22-６２６２
本庄南地域包括支援センター　シャローム　
（今井1251-1）　　　　　���������������☎23- ９５８０
児玉地域包括支援センター
（児玉町金屋1302-1）　������������������☎73- １５４５

若者就労相談
(15歳～49歳)

毎週月～金曜日、第４土曜日（休日を除く）
午前９時～午後５時に事前予約

深谷若者サポートステーション（深谷市西島４-２-61
ウェストビル２階）�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎048-577-4727

・各種相談は予約制
・�12月の相談予約は、11月20日㈪から受付開始
します（先着順。受付開始日は電話予約のみ）。

・�同月に同じ相談を複数申し込みすることはで
きません。

各種相談日　※休日のときは変更となります。
●行政相談　毎月第３木曜日
●法律相談　・弁 護 士　毎月第１・２水曜日
　　　　　　※奇数月第４木曜日（児玉会場）
　　　　　　・司法書士　毎月第３・４水曜日�
　　　　　　　（労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）
●労働法律相談（弁護士）　５・８・11・２月の第３水曜日
●不動産相談　毎月第２金曜日
●年金・労働相談　偶数月第２木曜日
●税務相談　毎月第２火曜日

　　　☎25-１１１３市民課☎25-１１１２

※埼玉県では無料の県民相談を実施しています。詳しくは、埼玉県ホームページをご覧ください。
相談名：弁護士・司法書士による法律相談、県職員による電話・面談相談、県職員によるインターネット県民相談、
　　　　弁護士による出張法律相談、交通事故相談等

相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
市役所受付時間：午前８時30分～午後５時15分
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健やかで安心して暮らせるまちへ　みんなの健康ガイド

★１１９番は緊急時（火災やけが人など）の受付専門電話番
号です。医療機関の情報は、児玉郡市広域消防本部指令課☎
24- １１１９でご案内します。診療科目によっては県外や本
庄市・児玉郡以外の病院をご案内する場合もあります。

▶本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　☎ 23- ３３２２

　本庄市保健センター内で、内科系の比較的症状が軽く、入院の
必要がない方の診療を行います。
※診療以外に関する問い合わせ・電話相談はご遠慮ください。

▼診療日と受付時間
　●�日曜・休日・年末年始（12/30 ～１/３）�
午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～９時 45分

　●平日木曜日夜間　午後８時～９時 45分

▼用意　健康保険証

▶在宅当番医療機関　▶診療時間� � �午前９時～正午
11月３日㈷ 黒岩整形外科医院 上里町七本木 ☎34- ０５５１

11月５日㈰ あたご山クリニック 中央１丁目 ☎22- ８７３３

11月12日㈰ 恵南クリニック 見福２丁目 ☎24- ０００８

11月19日㈰ したら眼科クリニック 上里町金久保 ☎33- ８３３３

11月23日㈷ 本庄皮膚科医院 銀座３丁目 ☎22- ３２３３

11月26日㈰ 鈴木外科医院 児玉町八幡山 ☎72- １２３５

12月３日㈰ 関根内科外科医院 神川町新里 ☎77- ７６６７

12月10日㈰ はにぽんクリニック 東台４丁目 ☎22- ３５９６

▶困ったときは電話相談（24時間・年中無休受付）
ほんじょう健康相談ダイヤル 24（相談料・通話料無料）
☎ 0120-122-885
健康・医療・出産・育児・介護などの相談、医療機関情報の提供
を行います。（市内在住者が対象）

埼玉県救急電話相談（通話料利用者負担）
☎＃7119
救急医療相談に看護師が対応します。健康相談・育児相談には対
応しません。（大人・小児共通）
※ IP 電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは☎ 048-824-4199
下記の電話番号からも救急電話相談が利用できます。
○小児救急電話相談　#8000または☎ 048-833-7911

埼玉県新型コロナウイルス感染症総合相談センター
☎ 0570-783-770　
050-8887-9553

※新型コロナウイルス感染症に関する受診についての相談を受け
付けています。なお、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の
位置付けが５類に移行したため、一般的な相談には対応していま
せん。

休日・夜間の急病のときは…

※在宅当番医は変更になる場合がありますので、電話でご確認の
うえ、お出かけください。

マウスガード（スポーツ用マウスピース）
について 本庄市児玉郡歯科医師会広報部医療メモ�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　歯科医院には、スポーツでの外傷で歯が欠けたり、抜け
たり、口の中を切ってしまった患者さんがときどき来院さ
れます。例えば、テニスのラケットが当たって歯が欠けて
しまったり、野球のボールが当たって口の中を切ってしま
ったりと、スポーツによりさまざまです。大人よりも小学
生や中学生が来院することが多いように感じます。
　来院されたときにマウスガード使用の有無を尋ねると、
ほとんどの方が「使用していません」と答えます。子ども
たちの歯を守るため、学校の部活動やスポーツクラブ等に
適正なマウスガードの使用を促していくことの必要性を
日々痛感しています。
　マウスガードとは、ラグビー、バスケットボール、サッ
カー、アメリカンフットボール、ラクロスや、空手等の格
闘技を含むスポーツ全般をする際に起こる強い衝撃によ
り、歯が欠けることや歯の脱臼、口の中や顎の外傷等のけ
がのリスクを軽減する役割があります。また、頭部への衝
撃により発生する脳震とうや頭頸部へのダメージを緩和さ
せてくれると考えられています。このように、歯や口の中
を守る働きがありますが、装着することによってかみ合わ
せも良くなるため、パフォーマンスの向上も見込めます。

競技の種類によって軟らかいタイプや硬く強固なタイプを
選択し、上の歯全体へ装着します。ラグビーやバスケット
ボールの日本代表選手たちや、サッカー日本代表の遠藤航
選手といった各競技の有名選手が使用しているのを見かけ
ます。
　よく聞かれる質問として、歯科医院で作るマウスガード
と市販の物との違いがあります。歯科医院では、歯の型取
りをして患者さんそれぞれの歯並びやかみ合わせ、競技種
目別に合わせて製作するオーダーメイドです。適合が良い
ので違和感が少なく、プレー中に外れることがほとんどあ
りません。また、選手同士の会話の妨げにもなりにくいで
す。名前やエンブレムを入れることも可能で、硬さや色、
デザイン等、競技に合わせて製作できるのも強みです。市
販の物は価格が安いのが強みですが、それぞれのかみ合わ
せ等に対応して作られていないため、しっかりかむのが難
しく、プレー中に外れやすかったり、会話や呼吸もしにく
くなります。
　マウスガードの使用は、歯を守ることや安全にスポーツ
を楽しむことにつながります。興味のある方は、お気軽に
お近くの歯科医院へお尋ねください。



生活ながら運動

　運動が苦手な方、運動習慣をなかなか変えられない
方におすすめです。日常生活に気軽に取り入れること
ができる運動をご紹介します。
日時　12月 15日㈮　午前 10時～ 11時 30分
会場　カミケンシルクドームサブアリーナ
講師　県民健康福祉村　運動指導士
対象　40歳以上で市内在住者
定員　40名（先着順）
費用　無料
用意　�運動する服装、室内用運動靴、汗拭き用タオル、

飲み物
申込　�11 月 22日㈬から電話または直接健康推進課へ

睡眠の質を高めよう！
～睡眠の仕組みと体内リズム～

　質の良い睡眠は、心身の休養につながり、健康に深
く関わっています。睡眠について、この機会に一緒に
考えてみませんか。
日時　�12 月 1日㈮　午前 10時～ 11時 15分
会場　保健センター
講師　塩川　満里奈　氏（大塚製薬㈱�大宮支店）
対象　市内在住の方
定員　25名（先着順）
費用　無料
用意　筆記用具　
申込　11月 14日㈫から電話または直接健康推進課へ

健康づくり講座
はにぽんチャレンジ対象事業 ご自身の健康のために、下記の講座を

受講してみませんか？
★健康推進課（保健センター内）☎24-２００３

健康ガイド
みんな

の

クリスマスケーキとおこめ券を配付
『食』にお困りの子育て世帯を支援！

クリスマスケーキの配付クリスマスケーキの配付

配付日　1212月2323日㈯・2424日㈰・2525日㈪
※いずれか１日を選択。
配付数　500500個
※申込多数の場合抽選となります。
引�換方法　当選者に、引換券を事前に送付します。
指定店舗でケーキと交換してください
※配付に際し、新型コロナウイルス対策応援金の寄
附を活用しています。

おこめ券の配付おこめ券の配付

配付数　2,0002,000枚［250世帯分］
※申込多数の場合抽選となります。また、お子さん
の人数により配付枚数を調整する場合があります。
配�付方法　当選者に、「全国共通おこめ券」を送付
します。店舗等でお米と交換してください
※配付に際し、赤い羽根共同募金等を活用しています。

対�象となるのは…対�象となるのは…
　市内在住で 18歳以下の子どもがいる「食」にお
困りの次の①～④のいずれかに該当する世帯です
①ひとり親世帯
②就学援助世帯
③住民税非課税世帯
④�休業や失業等により収入の減少が著しいなど、毎
日の生活に苦慮している世帯
※生活保護受給世帯は対象外です。
費用は…費用は…
　かかりません（無料です）
申込方法は…申込方法は…
　�11月10日㈮から26日㈰までに共通
申込フォームまたは直接下記窓口へ

申込・お問い合わせ先申込・お問い合わせ先
(福)本庄市社会福祉協議会（☎0495-24-2755）

共通申込�
フォーム

子育て支援TOPICSTOPICS
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★子育て支援課☎ 25- １１４３

秋のこどもまんなか月間
11月11月はは「オレンジリボン・児童虐待防止推進「オレンジリボン・児童虐待防止推進
キャンペーン」期間キャンペーン」期間ですです

　児童虐待は年々増加しています。昨年度の県内児童
相談所における児童虐待相談対応件数は 18,877 件
で、過去最多となっています。
　虐待は家庭内で起こることが多く、外から見えにく
いため発見が遅れてしまうことがあります。児童虐待
をいち早く発見し、防ぐためには地域の皆さんの協力
が必要不可欠です。
　近隣から怒鳴り声やひどい泣き声が聞こえる、また
子育ての悩みや家庭内でのストレス等、悩んだときは
迷わず相談窓口にご連絡ください。

身体的虐待
殴る、蹴る、叩く、�
溺れさせる、�

やけどを負わせる、�
家の外に締め出す　など

性的虐待
子どもへの性的行為、�
性的行為を見せる、�
ポルノグラフィティの�
被写体にする　など

ネグレクト
乳幼児を家に残して�

外出する、食事を与えない、
自動車の中に放置する　

など

心理的虐待
言葉で脅かす、�
無視する、�

子どもの前で家族に暴力
をふるう　など

児童虐待とは児童虐待を防ぐために

　「オレンジリボン運動」は、
子ども虐待防止のシンボルマ
ークであるオレンジリボンを
広めることで、子どもの虐待
をなくすことを呼びかける市
民運動です。

　市では、「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャン
ペーン」期間に合わせて、ポスターやのぼり旗等でオレ
ンジリボン運動を周知し、児童虐待防止
を呼びかけます。

ご存じですか？
オレンジリボン運動

育児は育自！？～子育てで、自分の感情を味方
につける（じぶん診断ワークショップ付き）～

日時　11月18日㈯　午後１時30分～３時
会場　カミケンシルクドーム多目的室
講師　�島田　恭子　氏（保健学博士・一般社団法人ココ

ロバランス研究所�代表理事）
対象　子育て中の保護者、子育てをサポートしている方など
定員　50名（先着順）　
※当日席あり（若干数）。直接会場へ。
申込　�11月10日㈮までに右記コードへ

子育て支援講演会を開催
（同時開催：ほんじょう産業フェスタ）

　虐待かも、と感じたらお電話ください（お電話いた
だいた方のプライバシーは守られます）。
○子育て支援課（☎ 25- １１４３）
○熊谷児童相談所（☎ 048-521-4152）
○児童相談所全国共通ダイヤル（☎１８９〈いちはやく〉）
※通話料無料。24時間対応。
〇親と子どもの悩みごと相談＠埼玉
【LINE 相談窓口】
※右記コードからご相談ください。

相談窓口があります
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TOPICSTOPICS子育て
支援　

　みんなで楽しくお琴を奏でましょう。
日時　�11 月 25日㈯　午後１時 30分～２時 30分
会場　日の出児童センター
講師　土屋　三津子　先生
対象　小学生

定員　10名（先着順）
費用　無料
用意　動きやすい服装、手拭き用タオル、飲み物
申込　11月 11日㈯午前９時から電話または直接下記へ
★日の出児童センター☎ 21- ０４２０

　障害児・者の保護者 ( 家族 ) が気になる『親なきあ
と』について、制度の活用だけでなく、「心構え」や
「きょうだい児」について、「家族の視点」、「地域の視
点」等多角的な視点からの講演です。
日時　�11 月 25日㈯　午後１時 30分～３時 30分
会場　市役所６階大会議室
講師　�藤井　奈緒　氏〔（一社）「親なきあと」相談室

関西ネットワーク代表理事〕

対象　�どなたでも
定員　100名　費用　無料
用意　筆記用具
申込　11月20日㈪までに電話、 、または下記コードへ
★障害福祉課☎ 25- １１２５、
　ＮＰＯ法人ま・るーく
　 isg.kodama@gmail.com�

ひとりで悩まず、すぐに

相談しよう…！

いじめ撲滅強化月間　
11月は、　

いじめは重大な人権侵害であり、決して許されることではありません。埼玉県では、11
月を「いじめ撲滅強調月間」に制定し、いじめ問題の根絶に取り組んでいます。いじめを
受けていたり、いじめに気が付いたりしたらひとりで悩まず相談・通報してください。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�★埼玉県青少年課☎048-830-2907

いじめ
通報窓口

※通報は匿名とな
ります。相談につ
いては下記へご連
絡ください。

（県教育委員会）

よい子の電話教育相談
（24時間365日対応）
18歳以下の子ども専用

＃７３００
☎0120-86-3192

保護者専用
☎048-556-0874

soudan@spec.ed.jp

こどもの人権110番
（平日午前８時30分～

午後5時15分）
☎0120-007-110

埼玉県こころの電話
（平日午前９時～午後５時）

☎048-723-1447

埼玉県警察少年サポートセンター
（平日午前８時30分～午後５時15分）
少年用・ヤングテレホンコーナー

☎048-861-1152
保護者専用　☎048-865-4152

こころの健康・
人権の相談

埼玉県いのちの電話
（24時間365日対応）

☎048-645-4343

子どもスマイルネット
（休日・年末年始を除く毎日
午前10時30分～午後6時）

☎048-822-7007

なんでも
相談

さいたまチャイルドライン
（毎日午後４時～９時）
18歳以下の子ども専用
☎0120-99-7777

いじめに関する
相談

お琴の体験教室
児童センターのイベント児童センターのイベント

「障害のある子とそのきょうだいのために、
　今私たちにできる『親なきあと』の心構えについて」講演会

37 令和５年11月１日号



イベント 内容 日時 対象 申込

おや親たまご
（両親学級）

妊娠中の生活・栄養・
赤ちゃんのお風呂の入
れ方・妊婦体験など

11 月８日㈬・12 月６日㈬
午後１時 30 分～３時 30 分
11 月 17 日㈮・12 月８日㈮
午前９時 30 分～ 11 時 30 分
※終了時刻は前後する場合があります。

これからママ・
パパになる方 随時受付。健康推進課へ

イベント 内容 日時 対象 申込

母乳相談
母乳の量、授乳の仕方
等、母乳に関する相談
※はにぽんチャレンジ対象外

12 月１日㈮・22 日㈮
午前９時～10 時 30 分

（30 分ごとに実施）

生後４か月頃ま
でのお子さんと
その保護者

定員あり。随時受付。健康
推進課へ
※母乳相談は初回相談者のみ。

栄養相談
離乳食、幼児食に関す
る相談
※はにぽんチャレンジ対象外

12 月１日㈮・22 日㈮
午前９時 30 分～11 時

（30 分ごとに実施）

乳幼児とその
保護者

定員あり。随時受付。健康
推進課へ

ラッコクラス
（育児学級）

赤ちゃんのこころにつ
いてのお話

11 月７日㈫・12 月５日㈫
午前 10 時～ 11 時 50 分

生後２～４か
月のお子さん
とその保護者 開催日の３日前までに健康

推進課へ

～支援センター編～
赤ちゃんの発達を促す
ための遊び方や関わり
方を紹介

11 月 10 日㈮［会場：子育て支援
センターコウガの森・梅花］
12 月 14 日㈭［会場：児玉の森こ
ども園子育て支援センター with］
午前 10 時～ 11 時 30 分（両日とも）
※参加人数で時間の変更あり。

コアラクラス
(離乳食教室)

離乳食のはじめかたに
ついて

11 月９日㈭・12 月７日㈭
午前 10 時～ 11 時 30 分

生後４～５か
月のお子さん
とその保護者

※お子さんの成長や育児に関すること、栄養に関するご相談は随時受け付けています。ご心配なことがありましたら、健康推進課ま
でご連絡ください。また、計測をご希望の方は、子育て支援センター・児童センターで実施しています。

赤ちゃんを迎える準備 会場：健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３

赤ちゃんが生まれたら 会場：健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３ はにぽんチャレンジ対象事業

はにぽんチャレンジ対象事業

渡
わたなべ

邉 拓
た く み

実ちゃん
６歳　早稲田の杜

飯
いいおか

岡 陽
ひ な た

太ちゃん
１歳　牧西

榊
さかきだ

田 陽
は る と

斗ちゃん
６歳　前原

古
こ だ と

田土 寛
か ん た

大ちゃん
２歳　本庄

森
もりやま

山 心
こ こ ね

音ちゃん
２歳　緑

中
な か お

尾 日
ひ な の

和乃ちゃん
６歳　栄

山
やまざき

﨑 逢
おうすけ

友ちゃん
２歳　前原

小
こ ふ じ

藤 茉
ま つ り

莉ちゃん
３歳　駅南

矢
や じ ま

島 瑞
み ず き

希ちゃん
６歳　小島

安
あ ん ぼ

保 秋
あ き な

那ちゃん
１歳　東台

浅
あ ざ み

見 英
え な

奈ちゃん
５歳　西富田

倉
く ら の う ち

野内 麻
ま い

衣ちゃん
５歳　早稲田の杜

12月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔の
はっきり写ったお子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、保護
者の氏名、連絡先を記入のうえ、右記のあて先へ持参、郵送またはメール
で応募してください。 
※応募多数の場合抽選（未掲載のお子さんが優先）。応募写真は返却でき
ません。

あて先
〒 367-8501　本庄市本庄 3-5-3 
本庄市役所広報課広報係
☎ 25- １１５５・ omedetou@city.honjo.lg.jp 
※締め切りは11月 10日㈮（必着）
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TOPICSTOPICS子育て
支援　

　児童センターは主に０歳から 18 歳までの児童が自由に遊べる場所です。
また、小さいお子さんを連れた保護者の皆さんの交流の場としてもご利用ください。

児童センター児童センター 前原児童センター　☎ 21- ９８２０
日の出児童センター☎ 21- ０４２０
児玉児童センター　☎ 71- ６８０５

●つどいの広場（乳幼児の親子の交流の場）
　０歳～就学前の子と保護者の皆さんが自
由に交流できる広場です。子育てに関する
相談も受けていますので、お気軽にご参加
ください。
日時　 月・水・金曜日（休日を除く） 

午前９時～午後２時

つどいの広場　あそびの講座（午前 10 時～ )
　つどいの広場では、乳幼児の親子で楽しめる参加自由の
講座を開催しています。下記以外にも講座がありますの
で、詳しくは各児童センターで配布するおたより、または
市  をご覧ください。
○下記の講座は、　　はにぽんチャレンジ対象事業 です。
　事前の予約は不要です。直接会場にお越しください。

▲ つどいの 
広場

利用時間　�月～土曜日 ( 休日・年末年始除く )　午前９時～午後５時 
※混雑時には、利用人数や利用時間の制限を行う場合があります。また、利用前の手洗いまたは手指の消毒をお願いしています。
※掲載している催しは、中止または変更となる場合があります。詳しくは、各児童センターへご確認ください。

◆子育てサロンゆうゆう「おはなしの世界を楽しもう」

開催日　�前　原：11 月 10 日㈮　日の出：11 月 15 日㈬�
児　玉：11 月 22 日㈬

　絵本や紙芝居、パネルシアター等、いろいろなお話の世界
を楽しみましょう。【協力】子育て応援団「本庄びすけっと」

◆音楽de読み聞かせ　講師：音楽 de 読み聞かせの皆さん

開催日　�前 原：11 月 27 日㈪
　絵本の読み聞かせとフルートとクラリネットの生演奏を
一緒に楽しみましょう。

◆ママパパビクス　講師：入　美由紀　先生

開催日　��日の出：11 月 29 日㈬
　ダンスをしたり、マットやトンネル等の用具を使って筋力
アップ＆ストレス解消で心も体もリフレッシュしましょう。

◆うたのミニコンサート　講師：金澤　絢子　先生

開催日　��前 原：12 月 11 日㈪　日の出：12 月 20 日㈬ 
児 玉：12 月６日㈬

　クリスマスソングを聴いたり歌ったり、リトミックや手
遊びをしながら一緒に遊ぶ、楽しいミニコンサートです。

大
おおさわ

澤 世
せ な

絆ちゃん
３歳　下野堂

目
め ぐ ろ

黒 悠
はる

ちゃん
４歳　児玉町児玉南

平
ひ ら の

野 駿
しゅん

ちゃん
４歳　児玉町児玉南

金
か な い

井 美
み う か

羽華ちゃん
４歳　日の出

辻
つじむら

村 莞
かんだい

大ちゃん
４歳　今井

大
おおさわ

澤 花
はな

ちゃん
６歳　下野堂

小
お ざ わ

澤 灯
あ か り

梨ちゃん
６歳　早稲田の杜

石
いしもり

森 幸
こ う き

樹ちゃん
６歳　児玉町八幡山

飯
いいづか

塚 玲
れ い ら

來ちゃん
１歳　栄

斉
さいとう

藤 壮
そ う た

汰ちゃん
１歳　日の出

吉
よ し だ

田 結
ゆ い は

葉ちゃん
１歳　見福

田
た な か

中 浩
こうすけ

輔ちゃん
１歳　見福

関
せきぐち

口 彩
い ろ は

葉ちゃん
１歳　栄

堀
ほりぐち

口 彩
あ や ね

音ちゃん
１歳　早稲田の杜

月月うまれのみんなうまれのみんな

佐
さ く ま

久間 咲
え み

実ちゃん
５歳　児玉町児玉
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点灯期間点灯期間　　1111月月2525日㈯日㈯～令和６年～令和６年１１月月2828日㈰日㈰　　
　　　　　　午後４時 30分～９時 30分　　　　　　午後４時 30分～９時 30分
●会場●会場　マリーゴールドの丘公園　マリーゴールドの丘公園
※混雑時は臨時駐車場（JA埼玉ひびきの本店駐車場）をご利用ください。※混雑時は臨時駐車場（JA埼玉ひびきの本店駐車場）をご利用ください。
【点灯式】【点灯式】
●日時●日時　11月 25日㈯　午後４時 30分～　11月 25日㈯　午後４時 30分～
●内容●内容　イルミネーションカウントダウン、ハンドベル演奏、キッチンカー　イルミネーションカウントダウン、ハンドベル演奏、キッチンカー
※点灯式当日は公園駐車場が使えません。臨時駐車場をご利用ください。※点灯式当日は公園駐車場が使えません。臨時駐車場をご利用ください。
各種ＳＮＳで各種ＳＮＳで
『＃マリーゴールドの丘イルミネーション』『＃マリーゴールドの丘イルミネーション』
のタグをつけた投稿もお待ちしています！のタグをつけた投稿もお待ちしています！

●点灯期間●点灯期間　11月 25日㈯～ 12月 25日㈪　　11月 25日㈯～ 12月 25日㈪　
●会場●会場　本庄早稲田の杜中央通り線　本庄早稲田の杜中央通り線
【本庄クリスマスマーケット 2023を開催】【本庄クリスマスマーケット 2023を開催】
12月 16日㈯・17日㈰に同会場でクリスマスマーケットを開催12月 16日㈯・17日㈰に同会場でクリスマスマーケットを開催
詳しくは、次号をお楽しみに！詳しくは、次号をお楽しみに！
★本庄市観光協会（商工観光課内）☎ 25- １１７４★本庄市観光協会（商工観光課内）☎ 25- １１７４

～みんなをつなぐ憩いの光～～みんなをつなぐ憩いの光～
マリーゴールドの丘イルミネーションマリーゴールドの丘イルミネーション

★マリーゴールドの丘イルミネーション実行委員会事務局（都市計画課内）☎ 25- １１３７★マリーゴールドの丘イルミネーション実行委員会事務局（都市計画課内）☎ 25- １１３７

本庄早稲田の杜中央通り線でもイルミネーションを点灯！

本 庄 早 稲 田 の 杜 
イルミネーション

マリーゴールドの丘 
イルミネーション

七高祭
高校生プロジェクト 2023

公式 Instagram
フォローして高校生を応援しよう！

高校生たちの活動記録
　高校生がまちに出て、地域・
人とつながるプロジェクト「七
高祭」。高校生たちはイベント
を企画したり、興味があること
ごとに「マチノブカツ」を立ち
上げて、活動しています。
　公式Instagramでは、そんな
「マチノブカツ」の活動や、イ
ベント情報を発信しています。
　ぜひご覧ください。

＃本庄の高校には　七高祭がある

★七高祭実行委員会事務局
　（広報課内）☎25-１６１４


